
い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
題

は

し

が

き

イ
ギ
リ
ス
の
史
学
界
に
お
い
て
、
ヒ
ル
、
ト
ー
ニ
ー
、
ド
ッ
ブ
ら

に
よ
り
、
ピ

ユ
リ
タ
ン
革
命
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
革
命
と
し
て
位
置
づ

け
る
立
場
が
う
ち
だ
さ
れ
、

こ
れ
に
対
す
る
各
方
面
か
ら
の
批
判
の

中
で
、

と
く
に
新
保
守
主
義
を
代
表
し
た
ト
レ
ヴ
ァ
・
ロ
ー
パ
ー
が

階
級
史
観
を
真
向
う
か
ら
否
定
し
、

そ
の
上
に
立

っ
て
、

革
命

を

「宮
廷
」
対

「
地
方
」
と
い
う
新
た
な
対
立
シ
ェ
ー
マ
で
把
握
す
る

こ
と
を
提
言
し
た
の
は
、

す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
ガ
。）

こ
れ
に
は
、

実
証
史
学
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
も
同
時
に
加

わ

っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
ど

の
対
一立
シ
ェ
ー
マ
は
、

各
論
者
に

よ

っ
て
そ
の
内
容
に
相
違
が
あ
り
な
が
ら
も
、

か
な
り
広
汎
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

当
の
ヒ
ル
自
身
を
は
じ
め
、

ザ
ゴ
リ
ン
、

ス

ト
ー
ン
、　

ヘ
ク
ス
タ
ー
ら
は
、

い
ず
れ
も
こ
の
対
立
シ
ェ
ー
マ
に
も

い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
題

（若
原
）

若

原

英

明

と
ず
く
革
命
論
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
ブ
ル

ジ

ョ
ア
革
命
論
の

「崩
壊
」
と
い
わ
れ
る
現
象
で
あ
ろ
殆
的

他
方
、

こ
れ
と
併
行
す
る
か
の
よ
う
に
、

最
近
わ
が
国
に
お
い
て

も
、
ピ

ュ
リ
タ
ン
革
命
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
す
る
解
釈
が

崩
壊
し
た
こ
と
を
説
く
論
者
が
登
場
し
た
。

そ
こ
で
は
、

従
来
の
通

説
に
見
ら
れ
る
社
会
経
済
史
偏
重
が
、

基
底
遠
元
主
義
と
し
て
反
省

さ
れ
、

そ
の
革
命
論
の
硬
直
化
と
形
骸
化
が
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
に
代

る
べ
き
も
の
と
し
て
、

「宮
廷
」
対

「地
方
」
、

あ
る
い
は

「
国
家
」

対

「社
会

（
」

蛇
い
う
新
た
な
対
極
概
念
の
有
効
性
が
強

調

さ
れ

た

の
で
あ
つ
た
。

い
わ
ば
日
本
に
お
け
る

「経
済
史
ば
な
れ
」
の
風
潮

と
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
対
立
シ
ェ
ー
マ
の
提
起
と
が
接
合
さ
れ
た

現
象
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
、

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ

る
。　

第

一

は
、

そ
の
さ
い
従
来
の
通
説
的
見
解
と
そ
の
問
題
点
は
、

正
し
く
把

握
さ
れ
、

位
置
づ
け
ら
れ
た
上
で
批
判
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で

1  -一
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あ
り
、

第
二
は
、

新
し
い
概
念
”装
置
の
導
入
は
、

有
効
か
つ
適
切
と

い
え
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第

一
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
少
と
も
欣
れ
た
こ
と
か
あ
る
の
で
、

任
」
で
は
論
点
を
も

つ
ば
ら
第
二
の
問
題
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
っ
て
も
、

概
念
装
置
の
有
効
性
い
か
ん
に
つ
い
て
直
接
に
論
ず
る
こ
と
を
意
図

し
て
は
い
な
い
。

む
し
ろ
、

そ
の
前
提
と
な
る
実
態
把
握
の
試
み
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

新
し
い
概
念
装
置
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、

何
よ
り
も

「
宮
廷
」
お
よ
び

「
地
方
」
に
つ
い
て
の
実
態
分
析
が
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
十
分
に
果
た

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
と
く
に

一
七
世
紀
初
期
の

「宮
廷
」
に

つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
具
体
的
分
析
を
欠
如
し
た
ま
ま
、

対
極
概
念

（
，９
）

の
提
言
だ
け
が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

本
稿
は
さ

さ
や
か
な
が
ら
、

官
職
保
有
の
問
題
を
軸
と
し
て

「宮
廷
」
の
実
相

に
触
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

「官
廷
」
と
は
、

内
容
的
に
い

か
な
る
も
の
か
を
探
り
な
が
ら
、

同
時
に
、

「宮
廷
」
対

「
地
方
」

と
い
う
対
極
概
念
は
成
立
す
る
の
か
、

そ
れ
は
い
か
な
る
次
元
の
対

立
で
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
問
題
を
も
併
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
試
み
は
同
時
に
、

絶
対
王
政
の
構
成
要
因

が
革
命
に
対
し
て
も
つ
連
続
と
非
連
続
の
関
係
を
洞
察
し
、

ま
た
、

革
命
に
お
け
る
党
派
構
成
の
諸
要
因
を
再
検
討
す
る
た
め
に
も
、　

一

定
の
意
義
を
主
張
し
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

叢
人
文
科
学
系
列
』
第
二
〇
号
　
一
九
六
八
年
）
、

越
智
武
臣
『
近

代
英
国
の
起
源
』
公

九
六
五
年
）
、

植
村
雅
彦

『
エ
リ
ザ
ペ
ス
と

そ
の
時
代
』

（
一
九
七
三
年
）
な
ど
は
、
こ
の
分
野
の
数
少
な
い

先
駆
的
業
積
で
あ
る
。

一

「
宮
廷
」

と
は
何

か

「宮
廷
」
と
い
っ
て
も
、

そ
の
規
定
は
論
者
に
よ
っ
て
区
々
で
あ

り
、

現
状
で
は
か
な
り
曖
味
な
概
念
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
は
差
当
り
、

以
下
三
点
の
内
容
を
含
む
用
語
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、

ω
当
時
の
中
央
政
府
諸
機
構
お
よ
び
宮

廷
内
機
関
と
、

０
そ
こ
に
位
置
す
る
中
堅
管
理
職
以
上
の
官
職
保
有

（
１
！

者
、

で
あ
る
。

そ
こ
で
、

ま
ず
中
央
政
府
の
諸
機
構
で
あ
る
が
、

表
１
は
、　

エ
イ

ル
マ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
大
要
を

示

し

た

も

の

で
あ

る
。

枢
密
院

甲
一く
く
の
ｏ
仁
呂
一】
、

国
主
秘
書
官
職

り
呂
潟
付営
【秘

ｏ
瑞
習
い
府

、
印

璽

∽
８
冴

保
管
職
、　

財
務
府

円
ｘ
命
ゴ
還
一【ｑ

な
ど
、　

そ
の
主
要
部

門
に
つ
い
て
若
千
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

①
枢
密
院
　
宮
廷
政
治
と
は
、

何
よ
り
も
国
〓
が
直
接
君
臨
す
る

こ
と
で
成
立
す
る
政
治
組
織
で
は
あ
る
が
、

枢
密
院
は
そ
の
下
で
の

最
高
行
政
司
法
機
関
で
あ
り
、

中
央
政
界
の
頂
点
に
位
す
る
。

枢
密

議
官

甲
一く
く
ｏ
呂
呂
【工
黒
の
は
国
王
に
よ
る
任
命
で
あ
り
、

そ
の
下

い
わ
ゆ
る

一‐官
廷
」
の
問
題

（若
原
）

註

（
１
）

●

Ｆ
≧
】
Ｆ
Ｓ

的
ミ
い
デ

ヽ
為
ｓ
Ｓ

ミヽ

ミヽ

ヽ
ぬ
ぺ
や

Ｐ
漫
Ｐ

田
村

秀

夫

訳

『
イ
ギ

リ

ス
革

命

』
。

刃

軍

『
伊
電
Ｂ

平

均
汀

刃
【格

Ｒ

津
①

ｏ
ｏ
ュ
召

（的
いや

、
ゃ

ｘ
Ｈ）
岸想
ｒ
浜
林
正
夫
訳

『
ジ

ェ
ン
ト
リ

ー
の
新
″
興
』
。
吾
　
じ
ｏ
げ
Ｆ

∽
革ミ
ミ
車駐

車さ
　
革ヽ
も　
ヽ
もミもヽ
Ｓ
ミ
ヘミ
革　
や、

Ｑ
Ｓ
、キｓ
済
き
ヽ
津貿
ｐ

京
大
近
代
史
研
究
会
訳

『
資
木
主
義
発
展

の
瀬
耗
九
』
。
■
刃
　
均
，①く
ｏ
Ｔ
刃
ｏ
ｏ
ｏＦ
均
す
ｏ
Ｏ
①
，
キ
く
ドリド
ｏ
ｌ
津Ｏ
卜
や

（
的
ｓ
Ｇ
・
由
コ
為
　
∽
ミ
も
ヽ
き
さ

へ
さ
じ
　
岸
ｃ
ｕ
Ｐ

　

Ｆ
，
刃
・
弓
【
ｏ
く
ｏ
Ｔ
刃
ｏ
や
ｏ
Ｆ

Ａ（
『
す
０
　
０
０
，
０
■
い
】
一〇
ヽ
一の
一ｎ
　
Ｏ
ｈ
　
命
す
ｏ
　
∽
ｏ
く
０
，
付０
０
，
市
Ｆ
　
０
０
０
付
●
ヽ
く
こ

）
【ｐ

弓
・
＞
り
す
付
ｏ
ｐ

（
ｏ
Ｏ
∀

Ｑ
ヽ
済
矛

、さ

的
ミ

、ヽや
ヽ
も

に
輸
Ｓ
Ｇ
‘ヽ

い
Ｏ
Ｓ
　
岸
ｃ
ｏ
押

（
２

）
　

〇
・

封
【Ｆ
　
ど
ぷ

　
Ｑ
嗚
ミ
革ミ
Ｓ

ｅ
、

為
ｓ
ｃ
ミ
ミ
車き
さ
　
馬
Ｓ
Ｓ
的
―
に
ヽ
、
、
】

岸
Ｏ
Ｏ
】
　
　
一『
・　
Ｎ
ｐ
的
Ｏ
【
中ｐ
】
　
鳴
）ざ
へ

｛Ｏ
Ｇ
ミ
ヽ
革
Ｓ
さ
ミ
　
ヽヽ

も
　
〔
ざ
ミ
さ
革
ぶ
】
）

きヽ
ヽ

的
ヽ
い

さヽ
ミ

さヽ
い

る
ヽ

きヽ
も
的
さ
い
、チ
き

ヽ
べ
せ
ｏ
ミヽ
革ヽ
ｏ
ミ
　
岸
Ｃ
Ｏ
や

　

Ｆ
・
の
市
Ｏ
ヨ
Ｐ

々
リ
エ
①
　
田
Ｊ
的
】研
ゴ
　
刃
ｏ
く
ｏ
】ｏ
ｉ
ｏ
ｐ
】ず

　
，ｐ
　
刃

　
可
ｏ
【
り
市
ｏ
ヽ
　
伸
　
ヤ

刃
・

Ｏ
る
ｏ
，
　
①
阜
】
ヽ
恐
８
ミ
ミ
きヽ
ヽ
し
　
や
、　
杓
ｓミミ
ミ
キき
ヽ
　
」ヽ
　
的
ミ
せ

ヽ
卜
Ｇミ
もヽ
ミ
　
的
ミ
もヽヽ
や
　
岸ｏ
Ｎ
Ｏ

な
お
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
現
在
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、

今

井
宏

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
究
の
問
題
点
」

（柴
田
三
千
雄
、

松
浦

高
嶺
編

『
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
の
再
検
討
』

一
九
七
二
年
》
か
ら
多

大
の
教
示
を
う
け
た
。

（
３
）

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、　

今
井
宏

「
イ
ギ
リ
ス
革

命
」

翁
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
１５
、

近
代
２
、

一
九
六
九
年
）
が
あ
る
。

（
４
）

拙
稿

「
イ
ギ
リ
ス
革
命
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
６
イ
ギ
リ

ス
史
研
究
』
１７
、　

一
九
七
三
年
）
。

（
５
）

や
や
時
代
が
異
な
る
と
は
い
え
、

大
野
真
弓

「
イ
ギ
リ
ス
絶
対

主
義
官
僚
の
性
格
」

（
軍
一枝
博
音
記
念
論
集
』

一
九
六
四
年
）
、

同

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
官
僚
の
二
三
の
性
格
」
翁
横
浜
市
立
大
学
論

に
位
置
す
る
各
部
局
の
長
官
職
を
兼
任
し
て
い
た
。

表
２
は
、

チ
ャ

ー
ル
ズ

一
世
治
下
の
主
要
構
成
員
で
あ
る
が
、

同
時
に
最
高
位
官
職

の
宮
廷
内
序
列
を
表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
、　

王
全
十五
！
四
〇
年
の

構
成
人
員
を
表
示
し
て
お
い
た
。

●
国
王
秘
書
官
職
　
機
構
上
は
枢
密
院
の
下
位
に
あ
り
な
が
ら
、

国
王
に
直
属
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
。

は
じ
め
対
フ
ラ
ン
ス
交
渉

を
中
心
に
外
務
諸
事
項
を
担
当
し
た
が
、

内
政
面
に
も
次
第
に
権
限

領
域
を
拡
げ
、　

エ
リ
ザ
ベ
ス
治
下
に
寵
臣
Ｗ

・
セ
シ
ル
が
長
官
職
に

つ
い
た
こ
と
で
、

そ
の
国
政
上
に
占
め
る
地
位
は
決
定
的
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

秘
書
長
官
は
、

御
璽

∽
馬
濡
市
の
保
管
職

で
も
あ

（
↓ヽ
）

と
つ
。一ｍ

印
璽
保
管
職
　
国
璽

〇
８ヽ
声
∽
思
中
、　

玉
璽

甲
一く
く
絆
単

お

よ
び
御
璽
の
三
つ
の
印
章
保
管
職
か
ら
成

っ
て
い
た
。

国
璽
は
、

国

家
最
高
の
印
章
と
し
て

一
〇
四
三
年
以
降
使
用
さ
れ
た
が
、

そ
の
保

管

職

と

し

て

国

璽

尚

書

Ｆ
貿

毎

ｏ

ｒ
ｐ
Ｄ
８

中
】
Ｒ

ｏ
【

Ｆ
ｑ

い

パ

溜

弔

【

が
あ
り
、　

執
務
機
関
た
る
大
法
官
庁

ｏ
Ｊ
い
ｏ
８
増

は
、　

国
王
の
認

証
代
行
機
関
と
し
て

一
時
は
最
高
位
の
役
割
を
呆
た
し
て
い
た
。

玉

璽
は

一
三
世
紀
以
来
の
も
の
で
、

そ
の
保
管
職
が
玉
璽
尚
書

Ｆ
Ｒ
い

甲
一く
く
哲
出

で
あ
り
、　

ま
た
御
璽
は
、

　
一
四
世
紀
以
降
に
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

歴
史
上
こ
れ
ら
三
つ
の
印
璽
は
、

た
ん
な
る
併
存
状
態

千
各
機
能
を
分
担
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
、

諸
機
関
相
互

一- 2 -- 3 -
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表 2 枢 密 院 の 構 成

い
わ
ゆ
る

「官
廷
」
の
問
頴
ズ
若
原
）

<職 務 上 の参 加 資格 者 >

Archbishop of Canterbury

Lord Chancellor(Lord Keeper)

Lord Treasurer

Lord President of the COuncil

Lord Admiral

Lord SteH′ ard

Lord Chamberlain

Lord Lieutenant of lreland

ChancellOr of the Exchequer

Secretaries of State 2

Treasurer of the Household

Comptroller of the Household

<次 位参加資格者>

Lord Great Chamberlain

Earl Arrarshal

Queen'S Lord Chamberiain

Lord Treasurer of Scotiand

Archbishop of York

WIaster of the Horse

Charlcel10r of the Duchy

Master of the ヽ Vards

〕vlaster of the Rolls

表 1 中 央政府諸機構

L o r d  L i e u t e n a n t s , D e p u t y  L t  S h e r i f f , J P

Lord President ana councll ofヽValcs and Marches.

L o r d  P r e s i d e n ↓a l l a  C o u n c i l  o f  t h e  N o r とh

lreland(Lord Deputy,I」ord Justice,I」ord Lieutenant)

Ambassadors and Agent abroad

苑

（第
二
十
六
巻
第
二
十号
）

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

G E Aylmer,の o力,p21ょ り作成

全

一　
俗

一

庶

の
地
位
と
権
限
を
め
ぐ
る
宮
廷
闘
争
が
あ
り
、

印
章
分
出
は
、

そ
の

所
産
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、

分
出
の
最

終
段
階
が
、

国
王
の
直
接
命
令
文
書
に
使
用
さ
れ
る
御
聖
に
お
い
て

止
ま
っ
た
事
実
と
、

そ
の
保
管
職
た
る
秘
書
長
官
の
国
政
上
に
お
け

る
権
限
定
着
と
が
、　

密
接
に
絡
み
合

っ
て
い
た
点
に
留
意

す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

な
お
表
４
に
、

上
記
諸
部
門
の
主
要
官
職
を
示
し
て
お

表 3 枢 密 院 の構 成 人 員

1亜
あ

13 6 3 0 1廊

人  貴

主      教

′
自
' 職

保 有 者

非 官 職 保 有 者

スコットランド人

G.E Aylmer,9ク  σ″,,p 20,
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The King
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of state officers
Privy Council
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Council Clerks
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い
た
。

ф
財
務
府
　
国
家
財
政
の
主
務
官
庁
と
い
え
よ
う
。　

一
七
世
紀
に

は
上
局

Ｃ
唱
ｑ

Ｄ
Ａ
汀
ｏ
応
ヽ
と
下
局

Ｆ
ｏ
＜
ｑ

田
Ａ
ゴ
呂
応
ヽ
に

分
化
し
て
お
り
、

前
者
は
政
府
会
計
の
清
算
お
よ
び
決
算
を
、

後
者

は
金
銭
出
納
と
そ
の
記
録
作
成
を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
た
。

大
蔵

卯

Ｆ
Ｒ
α
弓
喬
桝
景
Ｒ

を
筆
頭
に
構
成
員
は

一
七
〇
人
前
後
で
あ

る
が
、　

表
５
は
、　

財
彩
抑
内
の
主
要
官
職
を
そ
の

～溜

収
入
と
共

に
列
挙
し
た
も
の
で
あヽ
る
。

し
か
し
、　

一
七
世
紀
の
王
室
財
政
部
門
に
つ
い
て
語
る
に
は
、

財

務
府
と
併
立
す
る
家
政
部

工
（）易
①
す
ｏ
巨
、

私
室

の
ゴ
ｐ
ヨ
汀
【
、

国
王

衣
裳
室

Ｏ
ヽ
思
付
電
い
と
る
汗

、
後
見
裁
判
所

Ｑ
呂
卜

重

電
営
矛

い
ｏ
α
軍
く
ｑ
【①
の
な
ど
、　

宮
在
内
諸
機
関
に
も

言
及
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

こ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
王
室
の
家
産
部
門
を

形

成

し
、　

宮

廷
政
治
の
構
成
要
素
を
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。

家
産
部
門
の
重
要
性

は
、　

一
七
世
紀
に
は
す
で
に
減
退
化
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
れ
が

抱
え
る
全
構
成
員
は
、

な
お
二
千
人
前
後
に
お
よ
び
、

運
用
費
は
む

し
ろ
膨
大
化
し
て
い
た
の
で
．あ

っ
た
。

な
お
こ
の
時
点
で
は
、

私
室

の
ゴ
ゆ
Ｓ
汀
ヽ
十
日
ｏ
房
①
Ｊ
ｏ
巨
挙
ｏ
く
①
∽
付伸
一あ

は
、
主
に
儀
式
、

供
応

関
係
の
担
当
部
門
を
い
い
、

家
政
部
　
ェ
ｏ
房
酔
ｏ
こ
―
田
ｏ
房
①ゴ
ｏ
圧

（
６
）

汗
】ｏ
く

の
意
】あ

は
、
日
常
的
な
調
達
担
当
部
門
を
さ
し
て
い
た
。

国
王
衣
裳
室
は
、

家
政
部
と
は

一
応
別
個
に
王
室
の
家
具
、

衣
裳

部
門
を
担
当
し
た
部
局
で
あ
り
、

こ
の
時
点
の
構
成
員
は
六
〇
名
程

度
で
あ

っ
た
。

ま
た
後
見
裁
判
所
は
、

国
王
の
後
見
権
は
じ
め
封
建

的
諸
権
利
の
執
行
に
あ
た
り
、

財
務
府
と
は
別
の
機
関

で
あ

っ
た

が
、

そ
の
長
官
は
大
蔵
卿
兼
任
の
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
７
）

主
要
官
職
数
は
二
〇
前
後
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
重
要
な
中
央
部
局
と
し
て
は
、

裁
判
所

一房
古【骨

い
わ
ら

野
①
Ｊ
く

８
景
冴
、

税
関
局

の
あ
３
日

∽
Ｓ
恥
、

造
幣
局

思
中ュ
、

兵
器
部

〇
＆
罵
ｏ
用

、
海
軍
部

弓
ゴ
●
Ｚ
い
く
く
、

ロ
ン
ド
ン
塔
弓
〇
く
ｑ

風

Ｆ
ｏ
Ｄ
３
Ｄ
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
公
領

∪
Ｅ
ｏ
Ｆ
く
島

Ｆ
ｐ
君
以
キ颯
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

裁
判
所
関
係
に
つ
い
て
の
み
簡
単
に
触
れ
て
お

き
た
い
。

中
央
の
司
法
機
構
は
、

並
日
通
法
裁
判
所

ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
ｏ
お
Ｊ
く
８
〓
伊
、

衡
平
法
裁
判
所

問
Ｏ
Ｌ
【ぞ

８
電
所

島

ｏ
ｒ
ｐ
Ｊ
８
増

仲

刃
退
応
４

、

大
権
裁
判
所

『
あ
る
増
古【く
①
８
電
所
、

教
会
裁
判
所

田
Ｒ
】秘
【拐
手

８
い
８
寓
古∽
の
主
要
四
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

普
通
法
裁
判
所
は
、

王
座
裁
判
所

ｏ
ｏ
電
荷
島

パ
一０
的
が
田
８
命
Ｊ
、

民
．訴

裁
判
所

ｏ
ｏ
景
付
Ｒ

ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
ｏ
お
担
８
り
、

財
務
裁
判
所

ｏ
ｏ
景
付

魚

Ｄ
ｘ
命
ゴ
遇
喬
ヽ
の
三
つ
を
主
軸
と
し
、

普
通
法
の
運
用
に
あ
た
っ

た
が
、

他
方
、

衡
平
法
の
法
理
と
手
続
に
よ
る
衡
平
法
裁
判
所
は
、

表 4 中 央行政部門の主要官職

(I) SeCretaries of State        2

Clerks of Signet         4

French Secrctary

Latin Secretary

Cerman lnterpreter

(Il) Lord Chancellor

Chief secretaries          2

secretarles                z

Prothonotary

rl今rlr fnr ttncrrハミミintr nのlρniミ

(Ill) Lord Privy Seal

Masters of Requests    4

Clerks of the Privy Sea1 4

deputy Clerks

(Ⅳ )CrOWn law ottcers

Attorney― Genera〕

SolicitoI一General

G E AyIIner,の  c″,p 470ょ りlT成

表 5 Exchequerに おける主要官職と fee(1630年 代)

表 6 家 産部門の構成人員 (1630年代)

Household beioMァ  stairs

Royal Stables

Chamber and orshoots

Great Wardrobe

rttenil.men Pensioners

Yeoman of the Guard

Houschold and Chamber

of the royal children

Queen'S HOusehold

い
わ
ゆ
る

「
官
廷

」
の
間
．趨

（者
原
）

580^ャ620

60

55

210

£ 7,000ヘッ9,000

2,000ヘャ3,000

7,500⌒フ9,000

1,400

1,200

1,500

3,000ヘゥ3,500

3,0011-3,500

2,000ヘャ2,500

3,000- 3,300

5,000

1 500

Lord Treasurer

Chanceller of the Exchequer

Chief BarOn,3 Puisue Barons and Cursitor Baron

Kings Remembrancer

Lord Treasurer's Rernernbrallcer

CIerk of the Pipe

Revenue and Prest Auditors

Other ofFlcers of the upper Exchequer

Receiver―Generals

Under―clerks upper Exchequer

ofncers Of the loM′er Exchequer

Under‐clerks

184Cl-60(+600)

G E Aylmer,qp ,,,p 27

GE.Aylmer ?ク  びル,p・ 243.

£ 38,100ヘ フ44,600
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表 7 中 央司よ部P弓の主要官職

―

‐

・

一
８

）

表
示
し
た
諸
法
廷
と
そ
の
各
判
事
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

以
上
で
、

枢
密
院
を
頂
点
と
す
る
中
央
政
府
諸
機
構
と
宮
廷
内
機

関
に
つ
い
て
、

粗
略
な
が
ら
そ
の
概
要
に
触
れ
た
こ
と
に
し
た
い
．

「宮
廷
」
と
は
何
よ
り
も
ま
ず
、　

こ
の
よ
う
な
中
央
の
諸
部

局
と
、

そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
主
要
官
職
拝
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
し

註

（
１

》

Ｏ
由

卜
と

ヨ
母

・　

理

ミ

氏
ヽ
べヽ

げ

∽
ミ

ミ

ミ

コ

ど

ざ

車
」
ミ

ｋ

さ

」代

や
ヽ

一Ｑ
、
烏
ヽ
、も
∽
　
ヽ

Ｐ
ｏ
Ｎ
り
１
中庁Ｏ
ヽ
母
】

滓
Ｃ
Ｏ
申
）

ｏ
●
　
∞
―
岸
〇
　
『
ヤ　
Ｎ
い
∞
〇
【
一ヨ
】

や
す

●
ヽ

】

●
Ｔ

卜
ｏ
ｌ
≡
一
　

Ｐ
　
∽
付
（）
ｏ
①
　ヽ
Ｆ
ヾ
へ
　
Ｇ
、
４
し

い
ヽ

卜

ヽ
４
Ｇ
‥

Ｏ
Ｓ
ｎ覧
　
、
輸
街
∝
―
、
６
ペ
ト
）
】
ｃ
ｏ
ｏ
　
●
ｏ
　
∞
〇
∞
―
卜
〇
的
・

（
２

）
　

Ｏ

口
　
＞
マ
【ヨ

ｇ
ｒ

ｓ
ｓ
　
竪
革
ｔ

，
】▼

】
ｏ
‐
〕
Ｐ

虫
円
　
【
ｏ
Ｄ
く
ｏ
ｐ

（
０
０
Ｖ

申
ぎ
へ

め

ミヽ
ｓ
ヽ
ヽ
Ｑ
母
あ
ま
き
ミ
↓Ｑ

　ヽ
粕
Ｇ
Ｇ
的
―
ヽ
６
∝
的
▼　
Ｐ
ｃ
ｏ
算
　
●
ｏ
・　
】
岸
『
‐

串
】
０

（
３

）

Ｏ

刃
　
田
】”
ｏ
ｐ

（
Ｐ
じ

ｔ
　
Ｊ
゛
へ
　
βぜ
ヽ
ミ
ｏ
，
　
Ｑ
ｓ
ヽ
く

革ヽミ
革
き
さ
　
】
ｃ
ｏ
ｐ

も
甲

岸
岸
ｏ
ｌ
津
】
０
　

十
丹
　
均
営
】
ｏ
①
Ｆ
　
Ｑ
や

ｑヽ

革ヽミ

きヽ
ヽヽ
ミ

も
ｓ
ｓ
ミ

ミヽ
ヽヽ
務

ミ

憩

時

ヽ

ミ

や

ミ

ら

ヽ

Ｓ

８

‐
Ｓ

Ｎ

】
８

Ｐ

署

Ｌ

Ｐ
ｏ

岸
Ｆ

Ｏ
問
　
＞
と
ヨ
ｏ
Ｆ

ｓヽ

ｃ
討
】
●
ｐ

岸申
卜
や

（
４
》

玉
理
は
、

国
昼
を
用
い
る
文
書
作
成
の
命
令
書
、

ま
た
は
国
王

の
非
公
式
命
今
伝
達
書
に
使
用
さ
れ
、

御
亜
は
、

玉
璽
を
用
い
る

文
書
作
成
命
令
書
、

あ
る
い
は
国
王
の
秘
密
命
令
伝
達
書
に
使
用

さ
うれ
た
。
〇
刃
　
Ｄ
中市ｏ
ど
（Ｏ
ａ
〉

や
▼
ュ
■

ｏ
や

岸
津ｏ
‐
岸
岸
や
　
〇
田

＞
と
ヨ
ｏ
Ｆ

へも
　
●ヽ

一
も
ゃ

】∞
‐
申
）

（
５

）
　

〇

田
　
＞
く
】日

の
工
　
弓
一つ
０

０
３

０
ｏ
，
の

ｏ
ヽ

”
Ｆ
Ｏ

田
Ｘ
命
Ｆ
ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
　
Ｐ
Ｏ
Ｎ
研

占

一
卜
Ｎ

チ

Ｆ

】

軍

り
す
の
ヽ
（
＆

∀

拶

∽
Ｃ

り

き

き

も

や

ｏ
き

ミ

ヘ
い

碗
Ｇ
単
ミ
ヽ
卜
車
ら
ヽ
ｓ
Ａ
】

（ヽ

も
ぎ

、ヽ
ｏ
ミ

慎
い　
し
ヽ
ミ
ヽ
ミ

出
ぎ
的

ミヽ
Ｓ
ミ
】
岸
Ｃ
Ｏ
ｒ

ｏ
●

い
わ
ゆ
る

一
宮
廷
」
の
問
一煙

（若
原
）

大
法
官
の
主
宰
す
る
大
法
官
裁
判
所

ｏ
ｏ
景
命
島

Ｏ
Ｊ
申
君
ｑ
く
が
中

心
で
あ

っ
た
。

ま
た
、

普
通
法
に
対
し
て
国
王
大
権
の
発
動
機
関
と

な
っ
た
大
権
裁
判
所
は
、

周
知
の
よ
う
に
、

星
室
庁
裁
判
所

ｏ
ｏ
電
市

風

留
鰐

ｏ
Ｊ
”
Ｂ
汀
ヽ
と
高
等
宗
務
裁
判
所
の
ｏ
質
市
臥

■
鮮
ゴ
Ｑ
ｏ
Ｂ
‐

ヨ
一稼
一ｏ
ｐ
が
そ
の
代
表
的
存
在
で
あ

っ
た
。

表
７
は
、
こ
れ
ら
司
法

部
門
の
主
要
官
職
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。ま

た
教
会
裁
判
所
は
、

岸
Ｏ
ト
ー
】
∞
ｒ
　
　
Ｏ

田
　

／ヽ
く
≡
ど
ｏ
Ｆ

【「
すヽへ

ぺヽ
ヽヽ
崎
ザ

∽
も
ヽ
Ｑ
や
ヽ
キｐ
　
●
０
・　
∞
ト
ー

樹

　

０

河

口

↑
ｏ
ｐ

（
畳

〉

Ｓ

ｓ
■

●
コ

馬

甲

昼

仰

（
６

）
　

Ｏ

Ｄ
　
＞
く
】３

ｏ
Ｆ

へ専
　
革
■

０
甲

贈
Ｎ
ｌ
ゃ
ゃ

（
７

）

呂

　
円
８

４
電
】の
Ｆ

Ｑ
さ

ミ
ヾ

ミ
ヽ
杓
ｏ
、車
、車８

Ｓ
ミ
ミ

ヽ
Ｓ
ヽヾ

窃

ミ
ヽ
ミ
は
ヽ

きヽ
嗚

的
ｓ
ヽ
せ
　
∽
革
ミ
ｓ
ヽ
Ｐ
　
】
ｏ
ｏ
ｐ
　
ｏ
や

】
や
‐
，
ｐ
　
や
や
ミ
‐
ゃ
∞
や

　

Ｏ
・
問

＞
と

ヨ
●
Ｆ
　
Ｏ
や

ｏ
ま

）
０
口

ゃ
ｃ
ｌ
∞
Ｐ

　

Ｈ

ロ
　
ロ
ユ
一

ト

ミ

ヽ
さ
せ
Ｇ
ミ
ミ
や

きヽ
ミ
　

ｏヽ
　
ネヽ

も
　
出
デ
き
Ｓ

　ヽ
も
ヽ
軋
　
為
ミ
Ｇ
ペ
ミ
匂
　
や
ヽ

キき
も
　
Ｑ
ｏ
ミ
ミ
　
Ｑ
、

ギ
ミ
や
ヽ
ミ
∽

ｓ
ミ
ミ

い

ｃヽ
ｓ
ヽヽ
もヽ
Ｐ
　
】
Ｃ
い
押
　
ｏ
や
　
Ｏ
Ｎ
‐
∞
ｏ
・
　

Ｑ
　
口
　
＞
く
ｒ
Ｊ
ｏ
ヽ

や
ヽ
　
６
、卜
）
０
し
　
ω
∞
ｌ
ω
ヽ

（
８

）

や
刃
・
均
ｐ
ｐ
Ｊ
ｏ
Ｆ
　
や
や
　
０
羊

】

０
口
　
岸
『
ω
ｌ
ド
『
ド

　
虫

円
　
パ
ｏ
，
】
ｏ
ｐ

（
ｏ
ａ
）
】

０
や

６
津

▼　
●
や

ｏ
ｏ
１
０
ド
・　

Ｏ

刃
　
口
汗
ｏ
ｐ

（
ゆ
ａ
〉
　
や
や

ｓ
、革
ご

ｏ
口

】
い
∞
―
岸
①
∞
　
Ｏ

田
　
＞
】
耳
Ｆ
●
い

ｏ
ヽ
　
車
■

０
や

ト
ト
‐
働
ｐ

一
一　
官
職
保
右

の
諸
相

中
央
政
府
と
宮
廷
内
機
関
の
主
要
部
分
に
つ
い
て
概
述
し
た
あ
と

は
、

そ
こ
で
の
官
職
保
有
の
実
態
を
、

さ
ら
に
立
入
っ
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

「宮
廷
」
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
国
王
を
頂
点
と
す
る
国
家
権
力

機
構
で
あ
る
。

国
家
権
力
は
そ
こ
を
起
点
に
発
動
さ
れ
、

行
使
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

「宮
廷
」
の
構
成
員
は
、

各
々
そ
の
地
位
と
権
能
に

応
じ
て
権
力
の
特
定
部
分
を
分
有
し
、

そ
の
執
行
に
参
与
す
る
も
の

(I)King's Bench:

Lord Chief JuStiCes

Puisne Justioes

Clerks of the Cro恥 ′n

( E ) C O m m O n  P l e a s :

Chief」 ustiCC

Puislle」 ustiCes

Chief Prothonotary

Prothonotaries

(IEl) Exchequeri

Chief Baron

Pl.lsne Barons

(「′) Chancery:

(v)Requestst

Lord Privy Seal

MIasters of Requests     4

Registrar, Clerk of the Court

(Ⅵ )Star chamber:

Privy Councillors    28ヘラ45

Lord Chief JuStiCe of King's

Bench

Chiel」ustlCe Oiしommon Pleas

Attorney―General

` w ヽ T h e  H i t t h  c o m m i s s i o n  i

Chief Registrar

Xこing's Advocate

Clerks of the Acts      2

(hrtll)WardS&Liveries:

い/1aster

Receiver―General

Surveyor

Attorney

Lord Chancellor

Master of the Rolls

NIasters            12

The Six clerks

Registrar

G E Aylmer,の ご力,pp 477～ 487ょ り作成

表 8 教 会裁判所話法廷

(a)The court of Delegates

Registrar

(b)The cOurt the Arches

Dean of the Arches

(C)The cOurt of Audience

Judge

(d) PrerOgative Court of Canterbury

」udge Or COmmissary

(e)COurt Of the Archbishop's Vicar General

Vicar― General

G E Aylmer,θ tt cル_,p 486
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で
あ

っ
た
ｕ

で
あ
れ
ば
　
宮
在
ど

を
論
ず
る
さ
い
、

権
力
論
が
必
要

不
可
欠
な
こ
と
は
自
明
の
理
た
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、

そ
の
課
題
を
呆
た
す
こ
と
は
、

も

っ
ば
ら
筆
者
の
能
力
か
ら
し
て
他

日
を
期
す
る
ほ
か
な
い
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、

「官
廷
」
が
そ
こ
に
参

画
す
る
官
職
保
有
者
に
と

っ
て
、

重
要
な
家
政
上
の
意
義
を
も

っ
た

点
に
注
目
す
る
こ
と
か
ら
入
り
た
い
。

宮
途
に
つ
き
、

権
力
の

一
端

に
連
な
る
こ
と
は
、

支
配
層
に
属
す
る
誰
も
が
念
願
す
る
と
こ
ろ
で

あ

っ
た
が
、

官
職
保
有
者
は
、

同
時
に
そ
こ
か
ら
種
々

の
官

職

収

入
、

役
得
、

利
権
を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。

か
れ
ら
が

官
職
収
入
を
家
産
の
重
要
な
構
成
要
素
と
見
な
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
り
、

む
し
ろ
、

そ
こ
に
よ
り
大
き
な
意
義
を
認
め
て
い
た
形
跡
す

（
１
）

ら
伺
え
る
の
で
あ
る
。

で
は
、

官
職
収
入
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た

か
。

当

時
、

お
よ
そ
給
与
体
系
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
せ
ず
、

官
僚
の
役
務

に
対
す
る
手
当
、

報
酬
類
の
支
給
方
式
は
、

い
ず
れ
も
複
雑
多
様
を

き
わ
め
て
い
た
。

そ
の
実
態
は
、

現
代
人
を
当
惑
さ
せ
る
に
足
る
も

の
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

表
９
は
、

主
要
官
職
の
諸
収
入
を
項

目
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

金
額
は
い
ず
れ
も
エ
イ
ル
マ
ー
の
推

計
に
依
拠
し
て
お
り
、

算
定
不
可
能
な
も
の
、

収
入
自
体
が
判
明
し

な
い
個
所
な
ど
多
々
あ
る
と
は
い
え
、

官
職
収
入
の
態
様
を
把
握
す

る
上
で
は
十
分
有
効
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

●
　
句
罵

Ｇ
ヽ
∽
ゆ
中営
じ

ま
ず
官
職
保
有
者
は
、

国
王
か
ら

句
８

？
文
給
を
う
け
る
。

こ
れ
は
、　

後
述
の

、８

と
は
区
別
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
金
額
に
は
か
な
り
の
幅
と
個
人
差
が
あ
り
、

必
ず
し
も
、

地
位
や
職
務
の
重
要
性
に
は
対
応
し
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
財
政
難
そ
の
他
の
事
情
で
支
給
が
停
止
さ
れ
、

支
給
残

額

拭
思
営

と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

衛
一

弔
房
【ｏ
甲
営
屋
一古く
　
両

者

の
区
別

は

明

確
で
は
な
い
。

や
Ｄ
屋
一市く
が

一
応
の
定
期
性
を
も

っ
た
の
に
対
し
、

８
湯
【ｏ
Ｄ
は
ょ

り

一
時
金
の
性
格
が
濃
厚
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
国

工
の
賜
物

貯
く
ｏ
景

で
あ
り
、

玉
璽
に
よ
っ
て
財
務
府
よ
り
給
与
さ

れ
た
。

そ
の
職
務
に
対
す
る
報
酬
と
考
え
ら
れ
る
が
、

国
王
の
恩
恵

げ
ｏ
年
ユ
く
が
つ
づ
く
限
り
、　

そ
れ
と
は
無
関
係
に
支
給
さ
れ
る
こ
と

も
あ

っ
た
。

し
か
し
、

い
ず
れ
の
場
合
も
個
々
の
差
が
は
げ
し
く
、

（
４
）

一
般
に
安
定
し
た
収
入
と
は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

官
職
保
有
者
が
、

各
種
の
独
占
、　

特
許
類

ｍ
Ｓ
ュ

・
穏
市Φ
津

・

汀
湯
①
の
獲
得
に
狂
奔
し
た
こ
と
は
、　

こ
の
よ
う
な
事
情
と
も
関
連

す
る
で
あ
ろ
う
。

独
占
、

特
許
は
、

そ
れ
自
体
が
東
大
な
利
権
収
入

の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、

同
時
に
ま
た
、

国
庫
か
ら

の
正
規
の
手
当
が

一
般
に
不
安
定
で
あ
り
、

退
官
後
は
覚
束
な
い
と

い
う
状
況
に
対
す
る
自
衛
手
段
の
側
面
を
も
ち
得
た
か
ら
で
あ
る
。

要

す

る

に

句

思

・
Ｏ
①
湯

一
ｏ
Ｄ

・
営

Ｄ
α
【
ギ

の

み

な

ら

ず

、

各

種

各

面

で

の

的
昼

Ｄ
Ｔ

穏

府

Ｄ
Ｔ

Ｆ
拐

①

も

実

質

的

に

は

給

与

の

一
部

を

な

し
、

そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ

っ
た
も
の
と

表 9 主 要 な 官 職 収 入 (1630～ 1640)
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へ
）９
）

考
え
ら
れ
る
。

い
　
∪
【ュ

Ｇ
、
的
思
＆

〓
【〕的
２
）

国
王
が
、　

一
日
三
回
の
食
事

に
各
々
二
四
皿

ヨ
思
い‥毎
一浄
駐

に
手
を
つ
け
る
が
、　

そ
の
周
辺
に

廷
臣
が
待
し
て
相
供
ず
る
と
い
う
宮
在
十内
の
慣
行
に
も
と
ず
く
も
の

で
あ
る
。

高
位
官
職
順
に
相
応
あ
皿
数
が
供
さ
れ
、

欠
席
が
つ
づ
け

ば
貨
幣
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

現
実
に
は
、

こ
れ
も
給
与
の

一
部
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

非
常
に
浪
費
的
な
慣
習
と
し

て
、
し
ば
し
ば
そ
の
節
減
が
論
議
さ
れ
て
い
た
。）

●
　
～８

・
増
Ｄ
言
中で

は
じ
め

母ヽ

は
司
法
諸
機
関
内
で
、

法

的
手
続
の
各
段
階
ご
と
に
支
払
一わ
れ
る
手
数
料
で
あ

っ
た
が
、　

一
七

世
紀
に
は
中
央
行
政
諸
部
門
に
お
い
て
・も

∧
瑞８

昭
∽
８
日
∨

が

一

般
化
し
、

書
類
の
作
成
と
送
付
の
各
過
程
で

清
①
の
払
受
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。

柿
①
と

い
昼
言
【で

の
区
別
は

明
確
で
は
な
い
。

∞
番
言
】古く

は
非
公
式
の
謝
礼
と
も
い
わ
れ
る
が
、　

結
局
は
、　

そ
の

程
度
と
金
額
差
に
よ
る
区
別
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え

ら

れ

る
。

的
Ｓ
ｇ
】付く
が
あ
る
期
間
つ
づ
く
と
、

計
①
と
し
て
の
扱
い
に
移
行
し

て
い
る
例
が
あ
り
、

ま
た
、

同
じ
サ

ー
ビ

ス

に
対

し

て

８ヽ

と

ｍ
Ｓ
言
一キく
が
同
時
に
支
払
わ
れ
る
場
合
も
あ

っ
た
。

当
時
、

物
価
高
騰
化
の
趨
勢
一と
相
傑
ち

て
、

清
①
の
つ
り
上
げ
が

公
然
と
お
こ
な
わ
れ
、　

ま
た
官
吏
の
中
に
は
、　

法
外
な

的
番
言
【ぞ

を
取
得
し
て
悪
評
を
買
う
も
の
が
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
ゴ
」
れ
は
、

前
述
の

円
溜

や
正
規
の

柿
ｏ
が
概
し
て
低
額
で
あ

っ
た
事
情
と
も

関
連
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
取
得
の
姿
勢
は
、
し
ば
し
ば
官
僚
の
汚

職
、

着
服
に
連
ら
な
る
側
面
を
伴

っ
て
い
た
。　

王
（
〇
六
年
、　

王
ハ

一
四
年
の
議
会
は
、

い
ず
れ
も

柿
①
の
高
騰
化
を
と
り
上
げ
て
こ
れ

を
糾
弾
し
、

政
府
も
ま
た

一
六

一
〇
年
以
降
、

表
向
き
に
は
実
態
調

査
と
規
制
に
着
手
し
た
。

財
務
府
内
部
で
も
、　
村
①
の
問
題
で
は
絶

え
ず
論
議
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。）

しヽ
か
し
な
が
ら
、　
村
①
や

的
吾
蒼
】宅

を
め
ぐ
る
論

議

に
は
多

く
の
場
合
、

宮
廷
内
の
派
閥
抗
争
が
絡
ん
で
い
た
事
実
に
も
留
意
せ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

宮
廷
内
主
流
派
の
利
権
独

占
や

８ヽ

・
増
や
言
【ぞ

取
得

の
あ
り
方
に
対
し
て
、

反
対
派
が
そ

の
腐
敗
ぶ
り
を
暴
露
し
、

政
敵
攻
撃
の
恰
好
の
素
材
と
し
た
の
で
あ

る
）^

事
実
、　

王
全

三

年
に
お
け
る
Ｆ

・
ベ
イ
コ
ン
失
脚
の
発
端

は
、

そ
の
過
度
の

的
番
宮
【ぞ

受
領
に
対
す
る
告
発
で
あ

っ
た
と
い

わ
れ
、　

ま
た
大
蔵
抑
と
し
て

８ヽ

の
是

正

を
提

言
し
た
Ｌ

，
ク

ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

次
の
議
会
で
は
、

自
ら
の
利
得
問
題
で
反
対

派
か
ら
の
糾
弾
を
う
け
た
の
で
あ

っ
さ
ド

ま
た
、
清
①
に
対
す
る
実
態
調
査
と
そ
の
不
正
摘
発
が
、

王
室
財

政
上
の
要
請
と
絡
み
合
う
場
合
も
あ

っ
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ

一
世
は

一

六
〓
六
年
、
村
①
に
関
す
る
規
制
令
を
発
し
た
が
、

そ
こ
に
は
規
制

と
同
時
に
、

違
反
者
か
ら
の
罰
金
徴
収
で
収
入
増
を
は
か
る
意
図
が

あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

あ
る
い
は

王
全
西

―
三
五
年
の
汚

職

事

件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

議
会
と
委
員
会
が
告
発
し
た
も
の
を
国
王

が
特
赦
し
、

取
引
条
件
と
し
て
王
室

へ
の
融
資

丁
的
”
を
命
ず
る
事

（
１０
）

例
も
あ

っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、　
柿
の
お
よ
び

的
Ｓ
言
一雪

の
実
態

も
、

そ
れ
に
対
す
る
非
難
、

告
発
の
あ
り
方
も
、

共
に

一
様
で
は
な

か
っ
た
事
実
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

官
職
を
そ
の
収
入
面
か
ら
等
級
づ
け
れ
ば
、

五
百
１

一
千
ポ
ン
ド

程
度
が
中
位
、　

一
で
三
千
ポ
ン
ド
が
高
位
、

そ
れ
以
上
は
超
高
位
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、

収
入
の
実
際
の
あ
り
方
か
ら
す
れ

ば
、

表
示
さ
れ
た
項
目
と
金
一額
の
み
で
は
個
々
の
実
収
入
は
必
ら
ず

し
も
判
明
せ
ず
、

単
純
な
等
級
化
は
、

さ
ほ
ど
の
意
味
を
も
た
な
い

こ
と
も
同
時
に
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
七
世
紀
初
期
の
官
職
収
入
は
、

き
わ
め
て
複
雑
多
様
な
形
態
を

と
り
、

同
じ
地
位
、

役
職
で
も
、

そ
こ
に
は
か
な
り
の
個
人
差
が
見

う
け
ら
れ
た
。
「
８

・
弔
湯
，一冒

・
営
【こ
中ぞ

な
ど
正
規
の
金
額

は

概
し
て
低
く
不
安
定
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

地
位
と
立
場
の
活
用
次

第
で
は
高
額
の
実
収
入
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
上

官
廷
人
に
は
、

各
種
の
特
権
、

利
権
か
ら
莫
大
な
収
益
確
保
の
み
ち

も
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

「
宮
廷
」

は
、

当
時
の
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
に
は
き
わ
め
て
有
力
な
資
産

蓄
積
の
場
と
評
価
さ
れ
、

何
人
も
、

そ
こ
で
の
地
位
獲
得
を
仰
望
し

た
の
で
あ

っ
た
。

で
は
、

こ
れ
ら
の
官
途
に
つ
く
に
は
、

い
か
な
る
方
法
が
あ
り
得

た
で
あ
ろ
う
か
。

人
は
い
か
に
し
て
官
職
を
獲
得
し
た
か
、
と
い
う

い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
題

（若
原
）

問
題
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

全
官
職
の
任
命
権
は
、

形
式
的
に
は
国
王
の

掌
中
に
あ

っ
た
。

官
職
は
、　

す
べ
て
国
工
の
贈
与

ｍ
一辞

と
し
て
巨

下
に
授
与
さ
れ
る
。
し
か
し
、

名
目
的
に
そ
う
で
あ

っ
て
も
、

官
吏

任
免
に
は
し
ば
し
ば
宮
廷
内
の
勢
力
関
係
が
絡
み
合

い
、　

現

実

に

は
、

か
な
り
錯
綜
し
た
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず

最
高
位
官
職
は
、　

ほ
と
ん
ど
が

国
王
に
よ
る
直
接
任
命
で

あ
る
が
、

そ
れ
に
次
ぐ
官
位
に
な
る
と
、

国

王

は
認

可

む

３ヽ
出

料
・０
る
く
出

を
与
え
る
の
み
で
、　

実
際
に
は
部
局
長
官
、　

有
力
廷
巨

に
よ
る
人
事
の
先
行
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
以
下
の

中
級
、　

下
級
官
吏
に
な
る
と
、　

名
目
的
に
す
ら
認
可
な
し
の
異
動

が
、
ご
く
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。　

一
種
の
∧
控
げ
！Ｊ
も留
ら
甲

津
）ど
∨

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

宮
廷
内
に
は
、

人
事
に
ま
つ
わ

る
係
争
が
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、

現
場
の
官
職
任
命

権
が
し
ば
し
ば
重
複
、

錯
綜
し
、

こ
れ
が
廷
臣
間
の
派
閥
抗
争
に
結

び
つ
く
場
合
が
見
ら
れ
た
。

実
力
者
に
と
っ
て
は
、

各
部
署
内
で
官

友
往
命
上
の
主
導
権
を
掌
握
す
る
こ
と
こ
そ
、

パ
ト
ロ
ニ
ヂ
の
あ
り

（
方

％
確
認
し
、
自
派
の
勢
力
伸
長
を
は
か
る
機
会
だ
っ
た

の

で
あ

る
。

ま
た
、　

王
全
二
〇
年
代
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

王
権
自
身
が
事

実
上
の
任
命
権
減
退
に
焦
慮
し
、

高
官
に
よ
る
任
命
範
囲
を
限
定
し

て
、

自
ら
パ
ト
ロ
ニ
デ
の
再
編
強
化
に
の
り
だ
す
事
態
も
生
じ
て
い

（
・３
）

た
。
こ
の
場
合
、

国
王
自
ら
宮
廷
内
の
反
目
を
か
き
立
て
る
結
果
と

―-12-―- 13  -―
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な

っ
た
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
官
職
任
免
の
あ
り
方
は
、

そ
れ
自
体
が

廷
臣
間
の
権
力
闘
争
で
あ
り
、

ま
た
、

国
王
と
廷
臣
間
の
隠
微
な
利

権
争
い
で
も
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、

官
職
獲
得
の
方
法
と
し
て
は
、

三
つ
の
Ｐ
、　

す

な

わ

ち

円
い
付ヽ
【コ
〇
コ
く
・
句
単
る
ｏ
ゅ
∞
①
二
冒
呂
憲
絡

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

∧
可
単
ュ
呂
ｏ
コ
く
∨

と
は
、　

相
続
に
よ
る
官
職
就
任
の
場
合
で
あ

ろ
う
。

高
官
位
を
踏
襲
す
る
さ
い
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る

も

の

で
、

闇
閥
関
係
、

同
族
登
用

Ｄ
８
ｏ
一ナ
母

に
よ
る
こ
と
が
多
く
、

同

一
官

職
の
世
襲
的
保
有
を
狙
う
も
の
、

ま
た
、

数
種
の
官
位
に
対
し
て

一

族
の

一
円
的
支
配
を
め
ざ
す
場
合

な
ど
が
あ

っ
た
。
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト

ン
伯
、

サ
フ
ォ
ー
ク
伯
ら
を
擁
一し
、　

王
ハ
一
〇
年
代
前
半
に
権
勢
を

ふ
る
っ
た

ハ
ワ
ー
ド

呂
ｏ
く
蛍
島

一
族
、　

そ
の
後

一
六
二
〇
年
代
に

か
け
、

バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
公
を
中
心
に
宮
廷
勢
力
の
頂
点
に
立

っ
た
ヴ

ィ
リ
エ
ズ

ぎ
】汗

のヽ

一
家
な
ど
は
、　

い
ず
れ
も
こ
の
双
方
に
ま
た

が
る
事
例
と
い
え
よ
う
。

Ａ
句
伸
付【目
崩
①
∨

と
は
、

有
力
な
パ
ト
ロ
ン
に
対
す
る
忠
誠
、

奉

仕
と
、

パ
ト
ロ
ン
に
よ
る
庇
一護
、

推
挙
あ
関
係
を
い
う
。

宮
廷
内
に

地
位
と
官
職
を
得
る
さ
い
、

一最
も
強
力
に
作
用
し
た
の
は
こ
の
パ
ト

ロ
ニ
デ
で
あ

っ
た
。

当
時
、

有
力
者
と
の
特
殊
な
関
係
な
し
に
官
職

就
任
を
呆
た
す
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、

下
級
官
友
の

場
合
で
さ
え
、

何
ら
か
の
パ
ト
ロ
ニ
デ
は
不
可
欠
で
あ

っ
た
と
い
わ

れ
る
。

上
述
の

句
単
ュ
ヨ
ｏ
Ｄ
く
も
、

ま
た
次
に
言
及
す
る
購
入
の
場

合
も
、

結
局
の
と
こ
ろ
パ
ト
ロ
エ
デ
と
絡
み
合
い
、

重
複
し
な
が
ら

（
晦
）

具
体
化
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
有
力
者
の
知
遇
を
得
、

秘
書
あ
る
い
は
助
手
と
し
て
忠
誠
と

奉
仕
に
努
め
、

そ
の
庇
護
下
に
入
る
。

こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

次
に
、

そ
の
関
係
を
頼
り
に
官
職
購
入
の
機
会
を
狙
う
か
、

パ
ト
ロ

ン
周
辺
に
依
頼
し
て
探
し
て
も
ら
う
。

さ
ら
に
、

パ
ト
ロ
ン
と
そ
の

周
辺
が
新
た
な
利
権
獲
得
に
動
く
さ
い
、

当
該
部
署
の
下
級
官
吏
と

し
て
こ
れ
に
協
力
し
、　

報
償
と
し
て
代
理
人

ゆ
培
津

の
位
置
に
つ

く
．

猟
官
者
は
、

こ
の
よ
う
に
種
々
の
機
会
を
と
ら
え
て
パ
ト
ロ
ン

と
の
関
係
を
強
化
し
、

徐

々
に
宮
廷
内
の
地
位
を
高
め
な
が
ら
、
自

ら
権
力
と
利
権
の
場

へ
近
づ
く
の
で
あ
る
。

当
時
、

宮
廷
内
の
勢
力
関
係
は
各
段
階
ご
と
に
流
動
的
で
あ

っ
た

が
、　

王
ハ
〓

一年
ま
で
は
ツ
ー
リ
ス
ベ
リ
ー
伯
を
中
心
と
す
る
勢
力

が
最
有
力
で
あ
り
、

そ
の
後
に
は
ノ
ー
ザ
ン
プ
ト
ン
伯
、

サ
フ
ォ
ー

ク
伯
ら
の
ハ
ワ
ー
ド

一
族
、

さ
ら
に

一
六

一
〇
年
代
後
半
か
ら
は
ネ

ッ
千
ン
ガ
ム
を
頂
点
と
す
る
ヴ
ィ
リ
エ
ズ
派
、

そ
し
て

一
六
二
八
年

以
降
は
Ｗ

・
Ｆ
Ｉ
ド
、

Ｔ

・
ウ
エ
ン
ト
ワ
ー
ス
ら
が
、

各
々
そ
の
中

心
勢
力
を
な
し
て
い
た
。

し
た
が

つ
て
、

こ
れ
ら
権
臣
と
そ
の
周
辺

に
は
、

そ
こ
に
パ
ト
ロ
エ
デ
を
求
め
る
猟
官
者
が
婿
集
し
て
派
閥
関

係
を
形
成

れ
労
地
位
と
利
権
を
め
ぐ
る
複
雑
多
様
な
動
向
を
示
し
た

の
で
あ

つ
た
。

Ａ
句
卓
呂
ゴ
的
格
∨

と
は
、　

官
職
購
入
の
こ
と
で
あ
る
。

官
途
に
つ

-14-―一- 15 -―

評価額O十年 代

6,000～ 10,0001 1618～ 1628

5,000へ ▼ 6,000 1   1617  1629

3,000々v 6,000 1   1630  1641

2,100-■ 700

2,000

6,000ヽゥ 8,000

400

20,000‐ 15,000

8,000

3,600

5,700

630

3,000、ッ 3,500

2,ooo

3,000

30,000

5,000--15,000

2,400

1,000-- 4,000

1615

1613

1630ヘフ1631

1603

1621ヘャ1628

1641

1618ヽマ1638

1620s

1635

1620ヘフ1625

1634

1630s

1617

1624

1620

1620 ゥヽ1637

い
わ
ゆ
る

一‐官
廷
」
の
問
題

（若
原
）

表 10 主 要官職の年価値 評 価額

官 職 十 年価値(£)

Secretary of State

Household i Treasurer

Comptroller

CofFerer

Anlgni marshall

Chamberi Treasurer

Croom of the Stole

Gentleman Pensloner

Exchequeri

Lord Treasurer

King's Remembrancer

Clerk of the Pipe

Surveyor― General

Vヽaiter(London)

Navy:Admiral

Ordnancei NIaster

巾Iintt Master

Chancery:

Lord Chancellor

巾Iaster Of the Rolls

Clerk of the Hanaper

Six Clerk

4,000⌒ゥ 6,000

2,000■

2,000ヘャ 3,000

2,000■

1,000■

3,000・

73

7,000- 14,000

600 - 1,000

300- 1.500

1,000

60■

730?

700

500

3,000-卜 12,000

1,600

800

800 - 1,600

G E Aylmer,9ク  oル ,pp 221ゃ 223 ょ り抄 IJ
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く
た
め
の
有
力
な

一
方
法
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、

こ
れ
の
み
が
単

独
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
、

パ
ト
ロ
ニ
デ
を
は
じ
め
、

王
室

へ
の
融
資
の
見
返
り
、

特
殊
技
能
の
売
込
み
な
ど
、

他
め
稗
要
囚
と

の
絡
み
合
い
で
実
現
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

官
職
購
入
に
は
、

二
つ
の
意
味
合
い
が
あ

っ
た
）

一
つ
は
、

猟
官

者
が
自
ら
そ
の
官
職
に
つ
く
意
図
を
も
ら

て
い
る
場
合
で
あ
り
、

他

は
、　

一
旦
そ
の
職
務
に
つ
き
な
が
ら
、

当
初
か
ら
転
売
の
機
会
を
狙

う
と
い
う
投
機
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、

有
力
廷

臣
と
そ
の
周
辺
は
、

し
ば
し
ば
そ
の
読
一売
を
仲
介
す
る
官
職
ブ

ロ
ー

カ
ー
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

こ
れ
と
関
連
し
て

売
買
の
さ
い
、　

購
入
者

０
や
ヽ
】

の
方
は
と
も
か
く
、

支
払
金
受
取

側

０
い
く
器

の
事
情
は
か
な
り
複
雑
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お

き
た
い
。
と
い
う
の
は
官
職
現
保
有
者
の
ほ
か
に
、

国
王
、

パ
ト
ロ

ン
、

当
該
部
局
長
官
、

次
官
、

斡
旋
人
な
ど
が
、

い
ず
れ
も
各
自
の

利
害
を
主
張
し
て
こ
れ
に
関
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。

購
入
者
は
主
た

る
支
払
先
の
ほ
か
、

運
動
費
、

仲
介
料
、

謝
礼
、

認
定
料
な
ど
を
他

の
数
力
所
に
も
納
入
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
い
く
つ
か
が
重

複
し
合

っ
て
い
た
た
め
、

こ
こ
で
も
ま
た
相
互
間
の
紛
糾
が
絶
え
な

（
抑一
）

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
）

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
官
職
売
買
は
、

テ

ュ
ー
ダ
ー
朝
の
両

ヘ
ン
リ

ー
期
に
と
く
に
活
漆
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
）

そ
の
後

一
時
は
下
火

と
な

っ
た
が
、
し
か
し
ス
テ

ュ
ア
ー
ト
朝
に
入
り
、

ジ

ェ
ー
ム
ス

一

世
期
に
そ
の
最
盛
時
を
迎
え
た
。

爵
位
、

称
号
の
乱
売
と
並
ん
で
多

面
的
な
官
職
売
買
が
官
廷
内
外
で
盛
行
し
た
が
、

そ
の
さ
い
権
臣
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
は
そ
の
直
中
に
あ
り
、

最
も
強
力
な
官
職
ブ

Ｐ
ｌ
カ
ー

と
し
て
振
舞

っ
た
の
で
あ
る
。

当
然
、
こ
れ
に
対
し
て
は
各

方

面

か
ら
の
非
難
が
集
中
し
、　

王
会
一
一
年
以
降
、

議
会
に
お
け
る
パ

ッ

キ
ン
ガ
ム
攻
撃
の
動
き
が
具
体
化
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

非
一斯
と
攻
撃
の
姿
勢
に
も
、

前
述
と
ほ
ぼ
同
様
な
利
害
関
係
と
派
閥

？
消
長
が
絡
ん
で
い
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、

こ
の
時
点
で

一
度
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
批
判
に
加
っ
た
面

々
が
、

の
ち
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
と
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
間
に
対
立
関

係
が
生
じ
た
さ
い
、

そ
の
後
の
利
害
関
係
か
ら
前
者
と
組
み
、

後
者

の
弾
劾
に
回
っ
た
事
実
に
接
す
る
か
ら
で
あ
る
。

議
会
派
の
問
士
と

証
わ
れ
た
Ｅ

・
サ
ン
デ
ィ
や
Ｅ

・
ク
ッ
ク
も
、

決
し
て
そ
の
例
外
で

は
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、

官
職
売
買
に
対
す
る
非
難
が
、

何
ら
原
理

的
次
元
か
ら
発
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

そ

れ
は
む
し
ろ
、

そ
の
時
点
で
「宮
廷
」
の
思
沢
に
浴
し
得
な
い
疎
外
派

の
、

利
権
事
受
の
機
会
豊
か
な

「宮
廷
」
派
に
対
す
る
敵
対
意
識
の

表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
時
点
で
は
決
定
的
な
議
論
は
避
け
ね
ば

な
ら
な
い
が
、

「宮
廷
」
対

「地
方
」
の
対
立
と
は
、
こ
の
よ
う
な

宮
廷
内
の
官
職
と
利
権
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
り
、
と
く

に
疎

外

派

（す
な
わ
ち
　
地
方
」
派
）
か
ら
の
、

勢
力
挽
回
を
策
す
る
挑
戦
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ッ

そ
し
て
、　

一‐宮
廷
」
対

「地
方
」
と
い

―-16-―-17-

う
対
極
概
念
は
、

こ
の
よ
う
な
次
元
の
対
立
を
把
握
し
、

理
解
す
る

た
め
に
は
、

き
わ
め
て
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
）

な
お

一
六
三
〇
年
代
に
入
る
と
、　

ロ
ー
ド
Ｈ
ス
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
体

制
下
の
政
府
は
、

官
職
取
引
抑
制
の
方
向
を
示
し
は
じ
め
た
。

こ
れ

は
、

あ
く
ま
で
王
権
本
位
の
財
政
再
建
策
の

一
環
で
あ
り
、

他
の
諸

政
策
と
共
に
、

廷
巨
レ
ベ
ル
に
お
け
る
利
得
範
囲
の
削
減
化
を
意
図

す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
そ
の
結
果
は
、

従
来
そ

れ
な
り
に
存
在
し
た
官
廷
内
の
利
害
均
衡
を
突
き
崩
し
、

そ
こ
に
、

（
あ

％
種
の
反
王
権
的
雰
囲
気
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と
に
な

る

で
あ

ろ

クヽ
。計

」
（
・
・

）
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∽
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中拘
ドお
り
す
■
一命
Ｊ
　ヽ
へます
　
ヽ
、革
）
０
●
　
ω
「
い
―
卜
〇
〇
　
　
円

Ｎ
伸
∞
〇
，
【ヨ
】
（せ
▼
　
命
卜ヽ
】
や
Ｅ
ｆ　
卜
時
―
卜
り

（
２
）

Ｏ
由
ヤ
＞
と
ヨ
ｑ
ヽ
ｓ
▼
ュ
■

０

時
ｏ
押

（
３
）

Ｏ
問
　
＞
と
】営
ｏ
Ｆ

や
▼

車
■

●
や

】
ｏ
ｏ
‐
岸
Ｏ
Ｎ

？

）

Ｆ

督

Ｓ

『
さ

ｇ

ち
矛

ミ

ト
き

ミヽ

ヽ
ｏ
も

Ｏ
Ｌ

字

最

・

Ｏ

Ｄ

　

＞

と

ヨ

①
Ｆ

Ｑ

▼

ミ

■

ｏ
や

中５

Ｎ
Ｉ
Ｐ
ｏ
■

（
５
）

呂
　
句
思
４
〓
一の
Ｆ

（も

も
ヽ
】
●
甲

∞
∞
ｏ
ぁ
∞
Ｆ
　
Ｆ
　
探
ｏ
，
ｐ

Ｓ

へ
卜ヽ
】
一
一
・　
卜
Ｏ
σ
ｌ
卜
Ｏ
Ｏ
▼　
卜
Ｎ
Ｏ
Ｉ
卜
∞
り
　
　
（
ｒ
問
　
′ヽ
く
ギ
ど
●
Ｆ
　
ｏヽ

　
６
、
ど　
０

津
Ｏ
ｕ
。

い
わ
ゆ
る

一
官
廷
」
の
間
起

（若
原
》

（
６
）

９
ｐ

＞
く
一日
①
ｒ
Ｓ
，
爵

二
将

】０マ
津さ

（
７
）

柿
の
は
高
級
職
に
対
し
て
、

唱
ｐ
言
【ギ

は
中

‘
下
級
職
に
対
し

て
支
払
わ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
も
い
う
が
、

決
し
て

一
般
化

し
た
い
い
方
は
で
き
な
い
。

上
、

下
い
ず
れ
を
問
わ
ず
、

増
Ｄ
言
【ぞ

は
非
公
式
な
が
ら
最
も
重
要
な
官
職
収
入
の
一
つ
で
あ

っ
た
と
い

え
よ
う
。

ま
た
、

年
頭
そ
の
他
特
別
の
さ

い
に
届

け

ら
れ

る

■
ｏ
洛
ュ

も
実
質
収
入
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、

唱
い
唐
【ギ

・

■
ｏ
招
津

に
は
、　

つ
ね
に

げ
【【腎

の
性
格
が
随
伴
す
る
で
あ
ろ

＞ク
。
Ｏ
田
　
＞
」
日
ｏ
い
０も
　
いま
予
０
口

岸ミ∞
―
津∞ｐ

（
８

）

０

口

＞
く
中ヨ
ｏ
Ｆ

Ｓ

ｓ
、■

【ヽ

Ｐ
鷺

Ｌ

掛

（
９

）

虫
屯

・
パ
ｏ
申
く
ｏ
Ｐ

Ｊ
ざ

働
き

も
ミ

Ｑ
Ｇ
ヽ
く

きヽ

きヽ
ざ

ｏ
甲

的
費

ｃ
Ｐ

十
刃
　
日
Ｄ
コ
〕
ｏ
Ｆ

Ｇや

車
■

〕

も〕ｏ
ｐ
　
Ｅ
ｒ
円
，
ｏ
４
モ
さ
Ｆ
　
ｏ
予
　
ｓ
羊
】

●
ｏ
　
Ｎ
∞
Ｏ
Ｉ
Ｎ
∞
『
】
卜
の
〇
―
卜
Ｏ
∞

（
１０
）
　
Ｏ

問
　
＞
と
ヨ
①
Ｆ

（ヽ
　
車
■

申も
　
Ｐ
ｏ
∞
―
申
ｏ
卓

（
１１
）

例
え
ば
大
法
官
庁
に
お
け
る
官
職
任
命
権
は
、

国
王
、

大
法
官

Ｆ
ｏ
＆

命
Ｓ
，
８
】】Ｒ
、

記
録
保
管
局
長
官

ミ
秘
”ｑ

Ｒ

吾
●
刃
ｏ
こ

の
間
で
分
有
さ
れ
て
い
た
が
、

大
法
官
は
約
四
〇
近
い

ェ
秘
↑①
Ｔ

浄
一ｏ
・
●
宮
の一付ｏ
【浄
【●
の
事
実
上
の
任
命
権
を
握
り
、

記
録
保
管

局
長
官
は
二
〇
前
後
の
の
一の
津
浄
３

に
対
す
る
任
命
権
を
認
め
ら

れ
て
い
た
。
Ｏ
円

＞
と
Ｂ
ｑ

Ｓ

車

】
ｏ
甲

さ
も
，

（
・２

）

Ｆ

探

ｇ

ｐ

Ｓ

・
単

ｔ

〕
口

ら

？

ら

い
　

円

Ｎ
ｐ
唱

【
【Ｐ

Ｓ

ヽ

キ■

一
０
，　
卜
哨
―
ド
∞
・

（
・３

）

Ｆ

Ｎ
拭

ｑ

【Ｐ

Ｓ

ｓ
キ■

●

ミ

　

ｏ
由

＞
】
】Ｂ
ｑ

】

Ｓ

ｓ
ｒヽ

わ
　
『
〇

（
・４
）

冨
・
円
る
りヽ
く
，３
】
Ｓ
，
ｎ車■

●
ｐ

Ｓ
解
ふ
ゃ
　
Ｆ
・
探
ｇ
ｐ

Ｓ
，

６車卜
】
も
ｏ
・　
ＰＯ
∞
十
津
岸Ｏ
，



え
　
　
苑

（第
二
十
六
巻
空
生
一号
）

（
・５
）

Ｆ

留
３
ｐ

Ｓ

いま

〕
，

ミ
マ
ミ
ゃ
　
ｏ
・口

＞
く
】ヨ
ｑ
】
Ｓ

Ｓヽ
卜
】
●
●
　
∞
岸―
∞
∞

（
・６
）
　
＞
”
　
Ｇ
均
付ｏ
ョ
】
し
ヽヽ

工
ヽ
キヽ
ミ
ミ
ヽ
ざ
い

Ｓヽ
ミ
Ｆ

、
輸
働
崎
―
に
０
ぺ
時
】
】
ｃ
ｏ
ｒ

ｏ
わ
　
Ｈ
Ｃ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

（
・７
）

宮
廷
内
の
勢
力
関
係
と
そ
の
消
長
に
つ
い
て
は
、　
吾
・
円
①ヽ
り干

ま
の
す
お
よ
び

Ｉ
Ｐ

ｃ
■
ｏ
ｏ

の
前
掲
二
著
が
詳
細
を
き
わ
め
て

い
る
。

（
・８

）
　

刃

〓
　
均
い
て

い
ｏ
Ｆ
　
的

あヽ

ミヽ
も
り
窃
　
ｓ
ミ
ミ
　
杓
ミ
持
汁
∽
　
ミ
さ
ミ
も
ヽ

」ざ
ミ
ヽ
も
∽

ヽ
　
い

ヽ
ｓ
ヽ
や
ミ

Ｑ

、ヽｓ

ｓヽ
Ｓ

ミ

ミ

ｓ
あ
　

さヽ

も
ヽ
め
ヽ
蕊
ミ
キ
　

Ｓ
ミ
ミ
　

Ｓヽ

ヽ
ミ

沸

革
ヽ
ぶ

　

岸
ｃ
ｕ
∞
・

ｏ
ｏ
　
ＮＯ
】―や
〇
∞
　
　
（中
Ｌ］
　
さヽ
く
ｒＲ
】０，ヽ
　
もヽ
　
い、卜
）
０
０
・　
Ｎ
い
ｌヽ
Ｎ
∞
∞

（‐９
）

Ｏ
由
　
＞
と
ヨ
①算
ミ
■
車
■

０
　
ぃ
時
ゃ

（２０
）

大
法
官
庁
の
∽
斉

ュ
（ｗ許

職
を
入
手
す
る
た
め
に
購
入
者
は
、

記
録
保
管
局
長
官
、

現
保
有
者
、

そ
の
相
続
人
ら
に
計
六
千
ポ
ン

ド
を
、

大
法
官
に
仲
介
料
と
し
て
五
百
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
た
と
い

わ
れ
る
。
９
甲

＞
く
】【呂
Ｆ
Ｓ
ｋ
】、■

●

ミ
ド

（
２．
）
　
〓
　
円
【ｏ
４
く
、
Ｆ

ｓＳ
　
車
■

●
や

卜
∞
卸
―
卜
∽
ｐ
　
Ｏ

問
，
卜
く
】ヨ
ｏ
ｒ

や
や
　
ｓ
、卜
・　
●
Ｏ
　
Ｎ
Ｎ
Ｏ
　
　
『
　
Ｎ
即
鴫
〇
■
一車
】
や
じ
・　
Ｓ
卜ヽ
】
●
ｏ
　
匂
∞
―
り
０
・

（２２
）

〇
田
　
＞
ヒ
ヨ
①
Ｆ
ミ
ン
主
■

一
や

ゃ
ωｏ
‐ゃ
ωＰ
Ｎ
∞
や

〓
一　
官
職
保
有

の
意
義

「宮
廷
上
の
大
要
に
つ
い
て
略
述
し
、

そ
こ
で
の
官
職
収
入
、

官

職
取
得
の
あ
り
方
な
ど
に
触
れ
た
あ
と
、

わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
可
能

な
限
り
実
態
に
そ
く
し
な
が
ら
、

官
職
保
有
の
も
つ
社
会
的
、

経
済

64

い
わ
ゆ
る

「官
廷
」
の
問
題

（若
原
）

%「皆

教
　
ツ
者

ョ
持

ス
保

ド．
位

ン
爵

ラ

ド

レ

ン

イ
Ｌ
フ

俗

俗

主

て

準

ナ

的
意
義
に
つ
い
て
、

問
題
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

そ
こ

で
ま
ず
表
Ｈ
と
１２
で
あ
る
が
、

前
者
は
、　

王
全
一
五
！
四

一
一
年

の

中
位
以
上
官
職
保
有
者
の
階
層
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

後
者

は
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た

一
九
四
名
に
つ
い
て
父
系
の
階
層
、

本

人
の
在
職
中
の
階
層
移
動
に
つ
い
て
見
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
第

一
に
確
認
し
得
る
点
は
、

半
ば
自
明
の
こ
と
と
は
い
い

な
が
ら
、　

王
全
二
〇
年
代
の
官
職
保
有
者
の
大
半
は
、

貴
族
お
よ
び

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
に
属
し
た
こ
と
で
あ
る
。　

エ
イ
ル
マ
ー
の
試
算
に

し
た
が
え
ば
、

七
〇
％
前
後
が
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
以
上
の
階
層
で
占
め

ら
れ
、

本
人
が
在
職
中
に
昇
進
し
た
も
の
を
考
慮
す
る
と
、

九
〇
％

以
上
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、

こ
の
官
職
の
取
得

と
保
有
が
パ
ト
ロ
ニ
デ
、

官
職
売
買
な
ど
を
通
し
て
実

現

さ

れ

る

こ
と
に
よ
り
、

後
述
の

「叙
位
の
イ
ン
フ
レ
」
Ｆ
い
や
一【ｏ
Ｄ
Ｒ

呂
？

ｐ
ｏ
卓
あ

現
象
と
並
ん
で
、

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
層
の
社
会
的
流
動

∽呂
【出

日
３
【吾
く
を
媒
介
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

当
時
の

支
配
層
す
な
わ
ち
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
、　
ロ
ン
ド
ン
商
人
ら
の
各

階
層
は
、

い
ず
れ
も
官
職
取
得
と
そ
の
保
有
に
執
心
し
、

「宮
廷
」

は
、

こ
れ
ら
諸
階
層
が
入
会
う
交
流
点
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

か
れ

ら
は
、

各
々
そ
の
官
位
と
権
限
の
上
で
は
格
差
を
も
ち
な
が
ら
も
、

そ
こ
で
は
全
体
と
し
て

一
つ
の
階
級
を
構
成
し
た
と
い
え
よ
殆
峰

「叙
位
の
イ
ン
フ
レ
」
と
は
、

当
時
、

王
室
に
よ
る
財
政
難
打
開

策
の
一
つ
と
し
て
、

爵
位
や
紋
章
の
乱
売
が
お
こ
な
わ
れ
た
現
象
で

表 12 父 系の階層,在 職中の昇進

貴族

準男爵

ナイ ト

ジェントルマン

ー般市民,他

不明

計

貴族

準男爵

ナイ ト

ジェントルマン

ー般市民,他

不明

:|ト

表 11 官 職保有者の所属階層 (1625～ 1642)

計 十

G E Aylmer,の ごル,pp.263-265ょ り作成

2,000ヽツ 2,400

10,000- 14,000

16,000-‐22,000

25,2

13 3

3 8

2 1  5

6 1

12.2ヽV10 2

7 . 5フヽ5 。4

1.9^ツ 1.4

人   貴   族

人 貴 族 の 長 子

爵

ト

イ ア

男

　

イ

エ  ス   ク

ジ ェ  ン  ト

26,000ヽ ツ40,0001,400

G E Aylmer,θ み c″,p 324

5。4～ 3.5

18 -一―- 19 -一
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表 13 ナ イ ト・準男爵 ・アイルランド貴族の倉け設

| ナ イ

|    _ 1 _  |  | |

群 | |
3114    1

201    1      93

l1616～
醐

1 亜
31 致

1 4

1 1621～
1625 1  393  1   60  1   30  1   21

1軍王子景1軽 |モ l tl母
1635ヽヨ1640   1     100    1       2    1            1      26

1害::計響1寺|1叫

ml l捌

1醜

 範  ゆ

L Stone,Tん 夕Ittα ″ο″ ゲ 万切 ο%容 ,pp 67～ 68ょ り抄 出

1     2

|

L Stone,Tル タCな な ゲ Д/2S′θC紹り p758ょ り抄 出

表 1 5 イ ン グ ラ ン ド貴 族 数

史

苑

（第
三
十
六
巻
第
二
号
）

陣落下百下1 子
爵伯 爵一中

十
百‐

い
わ
ゆ
る

「
官
廷
」
の
間
一題

（若
原
）

1603

2

1

14

61

2

表 14 紋 章所持者の創設

年

1609

1615

1628

1639

1641 121２

　

一

‐‐‐‐―

一一
|

あ
る
。

こ
れ
は
、　
ロ
ン
ド
ン
商
人
、

地
方
地
主
層
の
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー

化
と
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
貴
族
化
と
を
著
し
く
促
進
し
、

総
体
と

し
て
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
数
の
急
増
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

っ

（
うｏ
）

た
。

官
職
取
得
の
問
題
と
こ
の

「叙
位
の
イ
ン
フ
レ
」
と
は
、　

一
応

別
一個
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
側
面
を
も
つ
が
、
し
か
し
現
実
に
は
、

相

互
が
密
接
に
関
連
し
つ
つ
進
行
し
た
こ
と
に
も
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

事
実
、

こ
の
時
点
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
商
人
層
の
ナ

イ
ト
、　

エ
ス
ク
ワ
イ
ア
化
は
顕
著
な
趨
勢
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
、

ナ
イ
ト
お
よ
び

エ
ス
ク
ワ
イ
ア
層
の
中
堅
官
吏

へ
の
進
出
も
否
定
し

が
た
い
動
向
で
あ

っ
た
。

「宮
廷
」
に
お
け
る
官
職
取
得
と
そ
の
保
有
は
、

こ
の
よ
う
に
イ

ギ
リ
ス
支
配
層
間
の
社
会
的
流
動
性
を
媒
介
し
、

そ
の
導
管
と
し
て

？
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
の
意
味
で
は
、

こ
の

時
点
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

「宮
廷
」
は
、

す
で
に
旧
来
か
ら
の
貴
族

層
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
固
定
的
、

封
鎖
的
な
集
団
で
は
あ
り

得
な
か
っ
た
点
を
も
、

同
時
に
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
な

の

で
あ

ろ

一第
二
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、

宮
職
の
売
買
お
よ
び
保
有
は
、

階
層

自
体
の
流
動
と
共
に
、

階
層
間
の
富
の
移
動
を
も
媒
介
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

そ
れ
は

一
つ
に
は
、

地
代
、

封
建
的
賦
課
、

関
税
そ
の
他

諸
諜
税
に
よ
っ
て
国
民
各
層
か
ら
調
達
さ
れ
た
王
室
財
源
が
、　

句
罵

・
痛
房
オ目

・
営
ヨ

一嗜

と
い
う
か
た
ち
で
官
職
保
有

者

に
放

出

さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

第
二
に
は
、

官
職
売

買

自

体

が
、

支
雌
層
内
部
の
富

の
移
動

ル
ー
ト
を
な
し
た
と
い
う
音
い
味

で
あ

（，ｏ）・

）る

υそ
こ
で
次
の
諸
点
を
設
問
し
、

可
能
な
限
り
数
的
な
確
認
を
試
み

て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、

０
官
職
保
有
を
媒
介
と
し
て
、

年
間
ど

の
程
度
の
金
額
が
移
動
し
た
か
、

０
そ
れ
は
、

王
室
財
政
中
ど
れ
ほ

ど
の
比
重
を
占
め
た
か
、

０
そ
れ
は
、

当
時
の
貴
族
お
よ
び
ジ

ェ
ン

ト
リ
ー
層
の
総
収
入
中
、

ど
れ
ほ
ど
の
割
合
を
占
め
た
か
、

と
い
う

三
点
で
あ
る
。

ま
ず
、

官
職
を
媒
介
と
す
る
年
間
の
金
額
移
動
で
あ
る
が
、

表
１６

は
、　

一
六
三
〇
年
代
に
王
室
財
源
か
ら
官
職
保
有
者
に
支
給
さ
れ
た

年
間
給
与
推
定
額
を
項
目
別
に
示
し
、

そ
の
総
計
を
求
め
た
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
が
年
間
三
四
せ
三
六
万
ポ
ン
ド
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た

表
１７
は
、

中
央
政
府
諸
部
門
に
お
け
る

庁
①
と

∞
Ｓ
蒼
一ギ

の
推
定 L_ Stone, ?ク ご″ナ, p 68
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総
計
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
年
間
約
二
八
！
三
七
万

ポ
ン
ド
で
あ
る
。

こ
の
双
方
を
加
算
す
る
と
六
二
せ
七
五
万
ポ
ン
ド

と
な
る
が
、　

一
応
こ
れ
を
、

官
職
保
有
者
が
年
間
に
取
得
し
た
概
算

額
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
方
ゃ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
エ
イ
ル
マ

ー
の
推
計
に
も
と
ず
く
も
の
で
、

現
在
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
よ
う
な

算
定
自
体
の
信
憑
性
を
検
証
す
る
手
段
は
も
ち
合
せ
て
い
な
い
。
し

か
し
、

ま
ず
問
題
の
輪
郭
を
探
る
と
い
う
小
論
の
意
図

に
照

ら

せ

ば
、

十
分
に
有
効
な
資
料
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

こ
の
官
職
収
入
類
の
王
室
財
政
中
に
占
め
る
比
重
で
あ
る

が
、

ま
ず
表
１８
に
よ
れ
ば
、　

三
ハ
一
〇
で
三
五
年
の
王
室
財
政
規
模

は
年
間
お
よ
そ
五
〇
！
六
〇
万
ポ
ン
ド
程
度
で
あ
る
か
ら
、

国
庫
か

ら
官
職
保
有
者
へ
の
支
払
推
計
三
四
！
三
六
万
ポ
ン
ド
は
、

そ
の
六

①
！
七
〇
％
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
っ
と
も

一
六
三
五
！

四
〇
年
の
王
室
収
入
は
、

こ
の
数
字
よ
り
二
〇
―
三
〇
万
ポ
ン
ド
は

高
額
に
見
積
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
と

い
う

の
は
、

「徹
底
政

策
」
弓
Ｊ
Ｒ
ｏ
漏
ゴ
の
も
と
で
強
行
さ
れ
た
公
債
収
入
、船

舶
税
収
入
、

さ
ら
に
後
見
裁
判
所
収
入
の
輝
【強
分
な
ど
を
見
込
み
得
る
か
ら
で
あ

（
７
》

Ｚ
一
。で

は
、

貴
族
お
よ
び
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
総
収
入
中
、

官
職
収
入

の
占
め
る
割
合
は
ど
の
程
度
で
あ

っ
た
か
。

ま
ず
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト

リ
ー
層
の
総
収
入
額
に
つ
い
て
は
、　

王
全
二
二
年
時
点
の
推
定
額
を

表
２０
に
掲
げ
て
み
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

そ
の
年
収
入
総
計
は
七
四

〇
せ
九
三
〇
万
ポ
ン
ド
程
度
で
あ
る
か
ら
、

前
掲
の
官
職
収
入
総
計

六
二
！
七
五
万
ポ
ン
ド
は
、

せ
い
ぜ
い
そ
の
七
！

一
〇
％
程
度
と
い

（
８
）

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、

官
職
侯
有
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
が

上
昇
し
、

単
な
る
土
地
所
有
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
は
没
落
化
す
る
こ
と
を

説
い
て
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
論
争
の
口
火
を
切

っ
た
の
は
ト
レ
ヴ
ァ
・

（
９
）

ロ
ー
パ
ー
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
数
字
が
示
す
と
こ
ろ
で
は
、

い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
題

（若
原
》

官
職
収
入
全
体
の
比
重
は
さ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、

官
職
保
有
を

直
ち
に
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層

一
般
の
興
隆
要
因
と
す
る

そ

の
所

説
に

は
、

ま
ず
は
懐
疑
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
次
の
諸
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。　

一

表 16 官 職保有者への給与支払推討 (1630年代)

Annuities and pensiOns              £  131,100

Perpetuities                                  5,300

Fees                             41,600

Defalcations                              53,900

King's Household(Diet,Fees,IIv ages)   37,000

Queen's Household and Chamber           9,300

Prince's HOusehold                       7,100

Chttrn her                                 17 R∩ ∩

trelltlemen renslOners                    6,oull

Greatヽ VardrObe(liVeries,wages)      6,000

ヽヽアorks                                       l.loo

Robes                           500

Navy(omcers)                 1,00o

Forts and Castles(Ofncers)            1,900

ArnbassadOrs and Agents                 20,000

Extra Diet                          7,100

Keepers of Houses, Parks, Gardens         5,000

£  343る8,800
G E Aylmer,9, c″ ,p 249

表 17 中 央政府諸部P可における =ee gratuity(1630年 代)表 19 後 見裁判所の増収 (£)
表 工も 土 i好 収 収 支 悦 机

1 総
収 入

1 純
収 入

35,480

33,925

25,781

44,540

54,831

57,145

68,038

73,006

96,842

95,070

80,432

12,156

17,319

23,208

36,731

46,651

49,069

61,972

66,724

83,084

76,274

69,297

(min)

£ 45,000

22,000

38,000

55,000

15,000

5,000

52,000

25,000

20,000

£ 60,000Chancery

Wards

Exchequer

King's Bench and Common Pleas

Central Executive

LaH′ ofncers

Central and regional courts

Customs, revenue farms, monopolies

Spending departments

GE. Aylmer, 9ク , c″サ, pp 246^ャ 249

1603

1608

1613

1625

1626

1627

1637

1638

1639

1640

1641

£ 277,000   -   373,000

S R Cardiner,"s″ οヮ ヴ

E″gどα″ブ, Vol X p 222

F.C Dietz, E%gけ ,s力P範う″び

Fi″α″σ夕, pp 380-395

II E Bell, ノ 生″ r/2ょ″θ″″c′″θ″ よθ

″ん夕 rF2s′θ夕をッ クタタとフ Rビごοras ゲ  サヵθ

Cο″″ `アWa″″S&二 わタガタs,p

193 Table I ょり抄出

(£ 1,000)

総収入
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表 20 ィ ングラン ド支配層の年収入推定 (1633)

層

122 £ 6,000

人

732,000

25,000

1,200,000
ハツ1,4411,UUU

族人俗

950

R00

500

150

26

1 氏∩∩ヘフl R∩∩

7,000--9,000

10,000-‐ 14,000

教

　

ツ
爵

・
ス ョ

朝

ド
ン
者

”
持，アイノ顛

子
）ド

岳
亨

擁
亨

主

　

主
ヨ
｛ト

つ
は
、

官
職
か
ら
の
収
入
規
模
に
は
、

個
々
に
非
常
な
格
差
が
あ

っ

た
こ
と
で
あ
る
。

全
体
の
割
合
が
低
位
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

個
々

？
次
元
で
は
そ
れ
が
重
要
な
収
入
源
を
な
し
、

家
産
蓄
積
上
の
意
義

（
１１
》

を
十
分
担

っ
て
い
た
事
例
を
数
多
く
見
い
だ
す

の

で
あ

る
。

第
二

に
、

こ
の
官
職
収
入
は
、

貴
族
お
よ
び
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
他
の
諸

分
野
か
ら
の
収
入
と
、

決
し
て
対
立
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

当
時
、

上
昇
部
分
に
属
す
る
ほ
ど
の
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ

上
層
は
、

官
職
か
ら
の
諸
利
得
に
執
心
す
る
と
同
時
に
、

い
ず
れ
も

土
地
経
営
の
合
理
化
と
多
様
化
に
努
め
、

さ
ら
に
他
の
経
営
分
野
を

も
開
拓
し
て
、

そ
こ
か
ら
の
収
益
増
大
化
を
企
図
し

た

の

で
あ

っ

た
υ

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
に
よ
る
多
角
的
経
営
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

今
日
で
は
い
く
つ
か
の
研
究
成
果
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

当

時
の
貴
族
層
の
実
業
部
門

へ
の
関
与
に
つ
い
て
も
、

ス
ト
ー
ン
に
よ

っ
て
示
し
た
表
２‐
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
状
況
は
次
第
に
明
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

か
れ
ら
が
、

官
職
収
入
を
そ
の

多
酌
的
収
入
源
の

一
環
と
見
な
し
、

き
わ
め
て
実
利
的
な
姿
勢
で
こ

れ
に
臨
ん
だ
と
し
て
も
、

決
し
て
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、

や
は
り

「
宮
廷
」
の
あ
り
方
に
つ

い
て

で
あ

る
。

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
経
済
的
姿
勢
を
示
す
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ

ー
層
で
構
成
さ
れ
た

「宮
廷
」
と
は
、

い
か
な
る
実
在
で
あ

っ
た
の

か
。

そ
れ
は
、

す
で
に
あ
る
程
度
以
上
に
性
格
転
換
を
と
ば
、

自
ら

G E Aylmer,?ク  oル ,p 331
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表 21 貴 族の実業界への関与

筆拓

査

い
わ
ゆ
る

「
宮
在
」
の
問
題

（者
原
）

|

業

　

業

Ｔ上
　

易

商

　

貿

吉
叩
　

獅

山 業 者 の 他

業

/ パ ニ ー 投 資

言十

近
代
的
傾
斜
を
示
す
に
至

っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
も
ま
た
、　

一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス

「
宮
廷
」
が
、

旧
階
級
の
特
権
的
利
害
の
み
を
具
現
す
る
前
近
代

的
存
在
で
は
、

最
早
あ
り
得
な
か
っ
た
事
態
に
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ

註
（
１
》

０
口

＞
く
】ヨ
ｏｒ
Ｓ
汽
■

ｏ
や
ぷ
亨
Ｎ８
】
鴛
的
鴛
押

（
２

）
　

円
　
Ｎ
Ｄ
∞
〇
ュ
，
）
や
専
・
６
章
ｔ
　
や
０
　
卜
的
‐
卜
∞
　
　
Ｆ
　
∽
付
ｏ
Ｓ
ｐ
　
や
ヽ
　
ｓ
章
ご

●
●
　
∞
〇
∞
―
卜
〇
時

（
３

）
　
Ｆ
　
の
付
ｏ
Ｓ
ｐ
　
∽
ｏ
ュ
伊
中
国
５
げ
≡
≡
く
　
一ｐ
　
問
Ｄ
的
】ｐ
ｐ
ａ
）

】
り
ｏ
ｏ
ｌ
岸
『
〇
〇

（
ヽ
お
ヽ
ミ
ヽ
ミ

ヽ
さ
く

ヽ
ヽ
Ｚ
９

∞
仰

岸
ｏ
ｏ
ｐ
）

ｏ
や

】
ｏ
‐
口
岬

Ｆ

の
一
〇
Ｄ
ｐ

ｅ
▼
　
６
、卜
・　
０
０
　
ｏ
ぃ
―
】
Ｎ
∞
　
　

′ヽ
　
田
く
の
【
腎
Ｆ
　
の
ｏ
命
【い
一

【営
Ｏ
げ
■
洋
】
　
４ｐ

のい
と
く
　
コ
Ｄ
ａ
ｏ
ｏヽ
　
口
■
Ｓ
一ｏ

（ヽ
お
　ヽ
も
ヽ
ミ
　
ヽ
ミ
やく
さ
草　
Ｚ
ｐ
　
∞Ｐ

ＰＣＯ
Ｏ
）
●
●
　
り
Ｏ
‐
Ｎ∞

（
４

）

Ｆ
・　
∽
Ｓ

ｐ
ｐ
　
≡

日
す
①
　
】
Ｊ
お
ｐ
”
ざ
ｐ

Ｏ
ふ

呂
ｏ
Ｊ
ｏ
，
あ

】
岸
切
り
∽
Ｉ
Ｐ
ｏ
【
モ
デ

（
ヽ
ｓ
く

ｓ
ミ
ミ

杓
ミ
・終

ヽ
キ

Ｚ
９
　
】
声
　
】
ｃ
り
∞
）

や
甲
　
ｏ
、
‐
ｏ
仰

　

Ｏ

田

＞
と
Ｂ
①
Ｆ

Ｏ
や

ｏ
■
】
０
甲

時
ｏ
ｏ
ｌ
詢
ｏ
Ｗ

（
５
）

Ｐ

Ｎ
伸
∞
Ｒ
】Ｐ

Ｓ

ｓ
、■

０
や

紹
ふ
申
　

Ｏ
尚

＞
く
中日
ｑ
】
Ｓ

，

６
卜ヽ
）
ｏ
●
　
的
時
Ｏ
ｌ
的
時
ミ

（
６
）
　
Ｏ
Ｄ
　
＞
と
ヨ
ｏＦ
へも
　
竪
■

０
や

、ト
ロ
‐ゃ
りＰ

（
７
）
　
句
０
　
∪
伊
命ざ

的
ミ
時
ヽヽ
∽
ヽ
ヽ
ミ
ミ
き

も車
ヽヽ
ｓ
ヽ
も
い

Ｐ
り
印
∞
―
】
ｏ
卜
Ｆ

】
ｏ
ω
ド

ｏ
ｏ
　
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
∞
〇
∞
　
中【
田
　
口
０
≡
】
へも
　
ユ

こヽ
０
０

卜
ｏ
１
０
９
　
∽
　
∪
ｏ
〓
ｏ
喜
】

ヽ
らヽき
ゼ

ヘヽ

『
ｓ
～
ミ
き
さ

や
さ
ミ

『
お
】
８
　
ミヽ
　
的
ヽ
代
ｓ
ミ
ふ
　
ドｏ
ｏ
Ｐ

メ、ｏ
ｒ
　
「・　
ｏ
ｏ
・　
や
ＰＯ
Ｉ
的
岸
い
・

（
３
）

ｐ
ｐ

＞
く
】ヨ
ゆ
ｒ

Ｓ
，
命、■

●
甲

駕
？
器
ｒ

L Stone,Tカ タ Cガ s'sゲ ″力2‐4/な けοc,クリ,Appendix xvii
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（
９

）
　

呂

刃
　
弓
】
ｏ
く
ｏ
Ｔ
丹
ｏ
墳
）算

食
『
〓
〕

Ｄ
】ヽ

い
げ
ｏ
キ
ゴ
い
ｏ

＞
ユ
４

ｏ
ｏ
】
い
の
く
一

＞
ｏ
　
＞
５
ｐ
Ｓ
ヨ
く
　
＞
』ぷ
３
ヨ
ヾ
貸
モ
・
（』
６や
　
也
”
為
・
や
，
ユ
　
∽
①Ｆ

く
巳

　

目
Ｆ
　
Ｚ
ｐ

∞
　
』し

出

）

Ｈ
・
刃
　

『
居

く
ｏ
Ｔ
刃
ｏ
ｏ
ｑ

】

≡
Ｏ
ｏ
ュ

【
く

申
働
ド
〇
―
ド
Ｏ
卜
〇
▼ｒ

（
』
い
や

ヽ
単
為
　
∽
ざ
ｓ
ヽ
き

ミヽ
Ｓ
ミ

自
　
岸
ｏ
錮
∞
∀

（１０
）

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
論
争
は
、

今
日
な
お
結
着
を
見
て

は

い
な

い

が
、
し
か
し
上
昇
か
、

一没
落
か
と
い
う
短
絡
的
な
議
論
の
段
階
か

ら
い
ち
早
く
脱
皮
し
、

貴
族
お
よ
び
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
実
態
分

析
、

宮
職
保
有
の
具
体
一的
検
討
、

「‐宮
廷
」
対

「
地
方
」
論
の
展

開
な
ど
、

各
分
野
で
む
し
ろ
そ
の
副
産
物
と
も
い
う
べ
き
稔
り
豊

か
な
研
究
成
果
を
輩
出
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
１１
）

ェ
・
句
思
４
ミ
」の
Ｆ

Ｓ

ｓ
ヽ
ヽ
ｏ
マ

”
『
習
ド
時
や
　
卜

Ｇ
科
ｏ
Ｐ

Ｓ

Ｓ
汁ヽ
　ヽ
Ｄ
ｏ
　
ミ
Ｃ
Ｉ
】
Ｏ
Ｏ
　
】■
　
Ｎ
け
的
Ｏ
【
一卓Ｐ
　
Ｓ
Ｐ
　
Ｓ
、卜
　ヽ
わ
ｏ
・　
０
０
１
０
的
　
｛中
口
・

卜
く
中”
】ｏ
■
　ヽ
やヽ

　
命
、卜
】
【）や
　
　
Ｎ
∞
∞
―
∞
Ｎ
約
　
　
口̈
，　
の
付Ｏ
ｐ
Ｏ
　ヽ
や
革
　
Ｓ
、卜
】
Ｏ
ｏ
や

卜
Ｏ
ω
ｌ
ｌ
ト
ト
申

（
・２
）

ヤ
↓
　
●
】一掛
　
Ｆ
ざ
　
民
げ
き
ち
ヽ
車ミ

命
や
ヽ
いだ

」や
ｏ
Ｓ
　

きヽ
ヽ

ヽ
い
Ｓ
ヽ

ミヽ
Ｓ
ヽ
Ｇ
ヽ
　
単ｓ
　
革ヽ
も
　
６
一もご

ヽヽ
　
マミ
や
ぶ
　
津
Ｃ
ｏ
Ｃ
　
　
卜
ｒ
　
∽
≡
Ｊ
晴
り
Ｏ
コ
】

『
ざ
ミ

ギ
やぜ
ミ
章
ヽ

め
ヽ
ヽヽ
へ
　
Ｑ
ヽ
さ
革ヽ
く
　
ヽ
的
へ
Ｇ
Ｉ
ヽ
６
働
Ｇ
　
淳
ｃ
ｏ
ｒ
　
Ｆ
・　
∽
一ｏ
，
①
）

Ｓ

ｓ」■

〕
や

∞
樹
あ
ぽ
　
浜
林
正
夫

『
増
補
版
イ
ギ
リ
ス
市
民

革
命
史
』
（未
米
社
、　

一
九
七

一
年
）
、

越
智
武
巨
、

前
掲
書
、

参

昭
先四

「
宮
廷
」
対

「
地
方
」

官
職
保
有
を
中
心
に
概
観
し
た

「宮
廷
」
の
大
要
が
以
上
の
ご
と

き
も
の
と
す
れ
ば
、

で
は
、

こ
の

「宮
廷
」
に
対
す
る

「
地
方
」
の

対
立
と
は
い
か
な
る
内
容
の
対
立
で
あ
り
、

ま
た
、

い
か
な
る
次
元

の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、

こ
の
問
題
に
十
全
な

か
た
ち
で
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ま

ず
、　

一
六

一
〇
！
三
〇
年
代
の
対
立
と
、　

王
ハ
四
〇
年
代
の
対
立
を

区
別
し
た
上
で
、

い
く
つ
か
問
題
点
を
提
示
し
て
い
き

た

い
と

思

う
。

両
時
期
の
対
立
を
は
じ
め
に
区
別
す
る
理
由
は
、　

正
全
二
〇
年

代
ま
で
の
対
立
が
、

イ
ギ
リ
ス
革
命
期
の
対
立
に
連
結
す
る
も
の
で

あ
る
か
否
か
の
検
証
を
意
図
す
る
か
ら
で
あ
る
。

但
し
、

ま
ず
留
意
す
べ
き
は
、

「
地
方
」
概
念
自
体
の
あ
り
方
に

っ
い
て
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
と
ナ」
ろ
、

「
地

方
」
の
概

念

は

「
宮
廷
」
に
劣
ら
ず
曖
味
で
あ
り
、

論
者
に
よ
っ
て
個
々
に
扱
わ
れ

て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は

「
地
方
」
を
あ
く
ま
で
こ
の
対

極
概
念
に
固
有
の
も
の
と
し
、

「
官
廷
」
を
め
ぐ
る

一
対
立
要
因
と

し
て

「
地
方
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

「宮

廷
」
が
あ

り
、

こ
れ
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、

は
じ
め
て

「
地
方
」
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
地

方
」
概
念
の
中
に
土
地
所
有
、

農
村
工
業
、

地
方
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
、

州
共
同
体
と
い
つ
た
各
々
異
な

っ
た
次
元
の
諸
要
素
を
、

た
だ
そ
れ

ら
が
地
方
的
現
象
と
い
う
だ
け
で
無
原
則
に
混
入
す
る
方
法
は
避
け

る
こ
と
に
し
た
い
。

一
六

一
①
！
三
〇
年
代
に
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
を

「宮
廷
」

対

「
地
方
」
に
分
裂
、

対
抗
さ
せ
た
要
因
は
何
で
あ

っ
た
か
。

０
、

ま
ず
、

現
に

「
宮
廷
上
で
有
利
な
官
職
お
よ
び
利
権
の
享
受

者
で
あ
る
か
否
か
が
、

対
立
の
主
要
な
要
素
を
な
し
た

こ

と

で
あ

る
。

よ
り
有
利
な
地
位
に
あ
る
も
の
、

そ
れ
へ
の
昇
進
を
希
求
し
得

る
位
置
に
あ
る
も
の
と
、

そ
の
機
会
に
与
ら
な
い
も
の
、

あ
る
い
は

そ
れ
を
剣
奪
さ
れ
、

復
位
の
望
み
を
絶
た
れ
た
も
の
と
の
対
立
で
あ

る
。

そ
れ
は
同
じ
体
制
内
の
対
立
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
、

支
配

階
級
内
部
の
対
立
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ

の
対

立

に

は
、

原
理
的
な
相
違
点
は
何
ら
存
在
し
な
い
。

そ
し
て
議
会
は
、
し

ば
し
ば
こ
れ
ら
体
制
内
不
満
派
、

す
な
わ
ち

「
地
方
」
派
の
活
動
拠

点
と
な
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
好
個
の
事

例

と

し

て
、

Ｅ

・
ク
ッ
ク
の
場
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
六
二

一
年
以
降
、

議
会
派
の
間
土
と
し
て
活

躍

し

た

ク
ッ
ク

は
、　

一
五
九
四
年
に
競
争
者
Ｆ

・
ベ
ー
コ
ン
を
抑
え
て
法
務
長
官
に

着
任
し
て
以
来
、

民
訴
裁
判
所
、

王
座
裁
判
所
の
首
席
判
事
を
歴
任

し
た
宮
廷
人
で
あ

っ
た
。　

コ
モ
ン
ロ
ー
至
上
主
義
を
唱
え
、

ジ

ェ
ー

ム
ス

一
世
の
裁
判
干
渉
に
反
対
し
た
こ
と
か
ら
そ
の
立
場
を
悪
化
さ

せ
、　

一
六

一
六
年
に
罷
免
さ
れ
る
が
、

か
れ
の

「
宮
廷
」

へ
の
執
着

は
す
さ
ま
じ
く
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、

復
位
ま
た
転
職
の
た
め
に

奔
走
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ク
ッ
ク
が

「
地
方
」
派

に
走
り
、

下
院
議
員
と
な
る
の
は
、

そ
の
復
職
運
動
が
明
白
な
失
敗

に
帰
し
た
数
年
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

「宮
廷
」
対

「
地
方
」
と
は
、

何
よ
り
も
猟
官
運
動
に
お
け
る
勝
者
と
敗
者
の
対
立
で
あ

っ
た
と
い

い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
題

（者
原
）

え
よ
う
。

そ
し
て
新
た
な
対
極
概
念
は
、

こ
の
次
元
の
対
立
を
把
握

す
る
上
で
は
き
わ
め
て
有
意
義
な
の
で
あ
る
。

０
、
し
か
し
、

同
時
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

「
宮
廷
」
対

「
地
方
」
の
対
立
関
係
は
流
動
的
で
あ
り
、

決
し
て
定
着
し
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

双
方
と
も
、

各
々
の
地
位
保
全
と

致
宮
を
め
ざ
し
、

そ
の
た
め
宮
廷
内
に
自
ら
の
位
置
づ
け
を
志
す
。

こ
の
同
じ
方
向
性
の
上
に
立
つ
競
争
が
、

各
時
点

に

お
け

る

「
宮

廷
」
対

「
地
方
」
の
関
係
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
対

立
は
流
動
的
で
あ
り
、

今
日
の

「
宮
廷
」
派
は
、

状
況
の
変
化
で
明

日
は

「
地
方
」
派
に
転
ず
る
か
も
知
れ
ず
、

ま
た
、

そ
の
逆
も
あ
り

得
た
の
で
あ
る
。

バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
と
の
パ
ト
ロ
ニ
デ
を
支
え
に
大
蔵

卿
に
昇
進
し
た
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、

そ
の
関
係
悪
化
と
反
対
派

の
攻
勢
で
失
脚
し
、

そ
の
さ
い
議
会
派
の
Ｅ

・
サ
ン
デ

ィ
ら
が
、

逆

に
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
と
同
盟
し
て
利
権
回
復
を
策
し
た
経
過
は
、

そ
の

（
３
）

顕
著
な
事
例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｅ
、

「宮
廷
」
と

「地
方
」
の
対
立
に
は
、

パ
ト
ロ
ニ
デ
の
問
題

が
関
連
し
た
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

双
方
の
対
立
と
相
互
移

行
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

「宮
廷
」
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ン
の
消

長
が
絡
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

政
争
に
敗
れ
た
有
力
者
の
失
脚
後
、

こ
れ
と
パ
ト
ロ
ニ
デ
の
関
係
に
あ

っ
た
も
の
が
、

な
お
官
廷
内
の
地

位
に
留
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
っ
て
よ
く
、

パ
ト
ロ
ン
と
共
に

「地

方
Ｌ
派
へ
の
移
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
さ
い
で

十‐26-一- 27 -―



| ‖

表 22 官 職保有者の党派別分類 (1625～ 1641)

1 議 会 派

型
‐
国

一

湿密曇官F蘇亀金、そ豪)| 苑

（第
三
十
六
巻
を空

百
万
）

者
鋏

有
ドン

保
ラ

職
〃

官
ィヽ

位
断

中
婦

も
、

例
え
ば
Ａ

・
イ
ン
グ
ラ
ム
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、

政
変
直
前
に
パ
ト

ロ
ニ
デ
を
他
に
移
行
さ
せ
、

巧
み
に

受
難
を
切
り
抜
け
る
と
い
う
保
身
術

も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

四
、

さ
ら
に
、

次
の
点
を
つ
け
加

え
て
お
き
た
い
。

「
宮
廷
」
、

「
地
方
」

双
方
を
問
わ
ず
貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ

ー
層
の
う
ち
に
、

そ
の
所
領
経
営
と

生
活
姿
勢
の
あ
り
方
を
、

新
し
い
経

済
的
諸
一動
向
に
連
係
さ
せ
て
い
く
も

の
と
、

そ
う
で
は
な
く
、

依
然
と
し

て
旧
守
的
、

寄
生
的
な
生
活
態
度
に

終
始
し
た
も
の
と
を
区
別
し
得
る
こ

と
で
あ
る

。
前
者
は
多
角
的
土
地
経

営
、

商
品
市
場

へ
の
接
触
、

他
産
業

へ
の
積
極
的
関
与
な
ど
に
よ
り
、

資

産
蓄
積
に
意
欲
的
な
姿

勢

を

示

す

が
、

後
者
は
こ
れ
に
対
し
て
奢
像
と

非
合
理
的
経
営
を
つ
づ
け
、

寄
生
的

収
入
へ
？
依
存
の
み
を

強

め

な

が

ら
、

次
第
に
そ
の
経
済
的
地
位
を
傾

G E Aylmer,の cル,PP,343～ 3坐  ょ り作成

斜
さ
せ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
上
昇
と
没

落
を
規
定
し
た
基
本
要
因
は
、

た
ん
な
る
官
職
収
入
の
有
無
に
で
は

な
く
、

そ
れ
を
も
含
め
た
、

か
れ
ら
の
経
済
姿
勢
全
般
に
係
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
屯

で
は
、　

一
六

一
〇
！
三
〇
年
代
に
見
ら
れ
た

「宮
廷
」
と
「
地
方
」

の
対
立
は
、　

王
ハ
四
〇
年
代
す
な
わ
ち
革
命
期
の
対

立

に
、　

そ

の

ま
ま
継
承
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、

前

代
ま
で
の
官
職
保
有
者
は
、

革
命
期
に
国
工
派
、

議
会
派
の
い
ず
れ

に
所
属
し
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、

表
２２
は
、

サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ

れ
た
官
職
保
有
者
の
党
派
別
人
数
を
示
し
て
い
る
。

高
級
お
よ
び
中

級
官
僚
と
も
、

や
は
り
国
主
派
に
属
し
た
も
の
が
ほ
ば
半
数
を
占
め

る
が
、

し
か
し
、

議
会
派
に
も
か
な
り
の
数
が
傾
き
、

ま
た
、

中
立

派
の
多
い
こ
と
が

一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ

で
見

る
限

り
、

前
代
ま
で
の
官
職
保
有
者
は
、

必
ら
ず
し
も
そ
の
忠
誠
心
や
党

派
意
識
に
し
た
が
い
、

国
王
派

へ
走
ら
な
か
っ
た
事
情
が
推
察
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
、

か
れ
ら
が
党
派
帰
属
を
決
定
し
た
個
々
の

動
機
は
、

き
わ
め
て
複
雑
か
つ
多
様
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
じ

国
王
派
に
属
し
た
中
に
は
、

多
年
に
わ
た
る
家
政
部
門
在
職
の
た

め
、

個
人
的
な
忠
誠
心
か
ら
態
度
を
決
し
た
も
の
も
若
千
い
た
が
、

そ
の
ほ
か
で
は
清
教
徒
嫌
い
、

融
資
返
済

へ
の
期
待
、

ウ
エ
ン
ト
ワ

ー
ス
と
の
パ
ト
ロ
エ
デ
な
ど
が
主
た
る
帰
属
理
由
に
あ
げ
ら
れ
て
い

一- 28 -一

i督

る
。

ま
た
議
会
派
の
側
で
も
、

宗
教
酌
ャ事

情
の
ほ
か
、

ベ
ン
ブ

ロ
ー

ク
伯
と
の
関
係
、

ウ
エ
ン
ト
ワ
ー
ス
ヘ
の
敵
意
な
ど
個
々
の
理
由
は

種
々
で
あ
り
、

ま
た
中
に
は
、

在
職
中
の
利
得
行
為
に
対
す
る
弾
劾

を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
議
会
派
に
転
じ
た
も
の
も
い
た
の
で

あ
が
〉
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

国
王
派
の
旧
知
か
ら
再
三
の
誘
い

を
う
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

失
脚
時
の
屈
序
を
忘
れ
得
ず
中
立
的

姿
勢
に
終
始
し
た
と
い
わ
れ
る
。

他
方
、

イ
ン
グ
ラ
ム
は
議
会
派
に

属
し
て
む
し
ろ
積
極
的
な
活
躍
を
見
せ
る
が
、

こ
れ
は
か
れ

一
流
の

状
況
認
識
に
も
と
す
く
と
同
時
に
、　

王
全
二
九
年
ご
ろ
、

パ
ト
ロ
ニ

デ
を
ウ
エ
ン
ト
ワ
ー
ズ
か
ら
ホ
ラ
ン
ド
伯
に
移
行
さ
せ
た
こ
と
も
大

（
８
）

き
な
要
因
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
．

結
局
、

双
方
い
ず
れ
の
場
合
も
、

党
派
帰
属
の
決
定
的
理
由
を
識

別
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ

一
つ
、

前

代
ま
で
の

一‐宮
廷
」
と

「
地
方
」

の
対
↓
頑

、
革
命
期
の
党
派
構
成

要
因
と
は
な
ら
な
か
っ
た
点
を
確
認
し
得
る
の
み
で
あ
ろ
う
。

国
王

派
と
議
会
派
の
対
立
は
、

「
宮
廷
」
と

一‐地
方
」
の
対
立
を
直
ち
に

継
承
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

革
命
期
の
対
立
は
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
、

と
い
う

問
題
が
最
後
に
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、

何
を
め
ぐ
る
抗
争

で
あ

っ
た
の
か
。

党
派
帰
属
の
個
々
の
理
由
は
多
様
で
あ

っ
た
と
し

て
も
、

な
お
そ
の
根
底
に
、

各
自
の
意
思
決
定
を
基
本
的
に
規
定
し

た
普
遍
要
因
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る

一官
廷
」
の
問
題

（若
原
）

し
か
し
、

そ
の
点
の
考
察
は
、

本
稿
の
範
囲
を
越
え
る
課
題
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ

一
六
三
〇
年
代
に
属
す
る
と
い
う

理

由

か

ら
、

い
わ
ゆ
る

「徹
底
政
策

一
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、　

一
つ
だ
け

問
題
点
を
提
示
し
て
終
り
と
し
た
い
。

と
い
う
の
は
こ

の
議

会

を

無
視
し
て
強
行
さ
れ
た
事
制
政
治
は
、

そ
れ

ま

で

「宮

廷
」
内

部

で
、

あ
る
い
は

「官
廷
」
と
議
会
と
の
間
で
、

そ
れ
な
り
に
保
持
さ

れ
て
き
た
支
配
居
問
の
利
害
均
衡
体
制
を
、　

一
挙
に
破
壊
す
る
傾
向

を
も

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で

一‐徹
底
」
と
は
、

経
済
的
に
は
あ

る
種
の
財
政
合
理
化
政
策
で
あ
り
、

国
王
パ
ト
ロ
ニ
デ
の
拡
大
、

官

職
売
買
抑
制
、

墳
∞
津

の
凍
結
、

穏
易
【ｏ
Ｄ
停
止
な
ど
、

い
ず
れ
も

廷
百
レ
ベ
ル
の
中
間
利
得
と
収
益
範
囲
を
大
幅
に
縮
少
さ
せ
、

こ
れ

を
上
権
の
下
に
集
中
さ
せ
る
面
を
も

っ
て
い
た
。

利
権
享
受
の
機
会

を
，削
減
さ
れ
た

「
宮
廷
」
に
、

各
種
の
不
満
が
蔓
延
し
た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
王
権
か
ら
の
離
反
現
象
が
は
じ
ま

る

の

イｔ
あ

（
・Ｊ
）

〕　（〔↓）　　．）ま
た
こ
れ
と
並
ん
で
、

政
府
が
苦
肉
の
策
と
し
て
う
ち
だ
し
た
数

々
の
財
源
調
達
政
策
が
、

国
民
各
層
か
ら
の
は
げ
し
い
非
難
を
巻
き

起
こ
し
、

こ
れ
ら
が
相
和
し
て
、

工
権

へ
の
反
発
を
決
定
的
に
し
た

こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
き
わ
め
て
ゆ
る
い
枠
な
が
ら

反
目
王
戦
線
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
う
ち
に
は
、

議
会
勢
力
を
中
心
と
す
る

「
地
方
」
派
は
も
と
よ
り
、

ご
く

一
部
を

除
く

「
宮
廷
」
派
も
ま
た
、　

一
時
的
に
は
包
摂
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
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た
の
で
あ

っ
た
し

長
期
議
会
初
い期
に
見
ら
れ
た
全
会

一
致
的
な
結
束

は
、

お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
及
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ツつ
じこ

の
長
期
議
会
を
、

国
王
派
と
議
会
．派

へ
の
分
裂
に
み
ち
び
い
た

必
然
性
は
何
で
あ

っ
た
の
か
。

両
派
？
対
立
を
、

武
力
抗
争
に
ま
で

発
展
さ
せ
た
諸
要
因
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。

こ
れ
ら
諸
問
題
の
解

明
こ
そ
が
、

事
態
把
握
の
核
心
に
追
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。

註
（１
）

両
時
期
の
対
立
を
区
別
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
今
井
宏

氏
の
指
摘
が
あ
る
。

柴
固
、

松
精
編
、

前
掲
書
、

二
四
七
頁
。

（
２
）
　
●
∪
　
口
ｏ
召
①
Ｐ
　
『
ヽヾ
も
い
ｅヽ
や　
ｓ
ヽ
ミ
　
中ヽ
も
『
き
ミヽ
ミ
】
『
ヽ
も　
せヽ
ヾ

Ｓ
ヽ
ミ
ヽ
ミ
べ∽
Ｓ
ヽ
∽
、ヽ

的
ミ
ミ
も
ミヽ

Ｑ
ｓヽ
や
　
】匂い時
１
岸ｏ
ωド
　
ＰＣ
りが
ｏ
ｏ
・

ω
Ｏ
ヽ
ｌω
∞Ｏ
　
　
（〕
Ｌロ　　レ
】
】や
】０
【・　
もヽ
　
Ｓ、卜
　ヽ
●
Ｏ
　
Ｏ
】
・　
∞
いや
・　
∞Ｏ
ト
ー∞
ミ時
，

（
３
）

ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が

「宮
廷
」
で
衣
裳
室
長
官
、

後
見
裁
判

所
長
官
か
ら
さ
ら
に
大
蔵
卿
に
就
任
し
、
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
伯
に

叙
さ
れ
た
の
は
、

何
よ
り
も
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
の
庇
護
と
推
挙
に
よ

る
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
。

両
者
の
関
係
は

一
六
二
二
年
ま
で
良
好

で
あ
っ
た
が
、

大
蔵
卿
と
し
て
財
政
危
機
打
開
に
取
組
ん
だ
ク
ラ

ン
フ
ィ
ル
ド
は
、

そ
の

も
ｇ
り一ｏ
ｏ
停
止
、

増
脚
ュ

凍
結
策
な
ど
に

よ
っ
て
次
第
に
宮
廷
内
の
反
発
を
う
け
、

ま
た
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
の

不
興
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
不
和
を
決
定
化
さ
せ
た
原
因

は
、

パ

ッ
キ
ン
ガ
ム
の
対
ス
ペ
イ
ン
婚
姻
策
の
不
調
、

戦
争
政
策

へ
の
転
換
、

財
政
危
機
の
悪
化
な
ど
に
あ

っ
た
が
、

か
れ
の
濫
費

と
軍
事
費
増
大
化
に
反
対
し
た
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
急
速
に
そ

の
寵
を
失
い
、

宮
廷
内
外
に
反
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
戦
線
が
形
成

さ
れ
、

孤
立
無
援
の
ま
ま
利
権
問
題
を
突
か
れ
て
失
脚
、　

エ
セ
ッ

ク
ス
の
所
領
に
退
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
さ
に

「
官
廷
」
か

ら

「
地
方
」
へ
の
転
落
で
あ
ろ
う
。

な
お
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
自
己
権
力
の
強
化
を
狙

っ
た
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
が
、

議
会
勢
力
へ
の
接
近
を
は
か
り
、
Ｅ

・
ク
ッ
ク

や
Ｅ

・
サ
ン
デ
ィ
ら
名
だ
た
る
議
会
派
の
面
々
が
、
こ
れ
と
反
ク

ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
線
で

一
致
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

サ
ン
デ
ィ

ら
を
バ

ツ
キ
ン
ガ
ム
と
の
同
盟
に
走
ら
せ
た
理
由
と
し
て
は
、

か

れ
ら
の
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
煙
草
輸
入
特
許
を
め
ぐ
る
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
と
の
確
執
、

そ
の
特
許
喪
失
と
い
う
事
情
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
失
脚
は
、

サ
と
ア
ィ
派
に
と
っ
て
利
権
回

復
の
機
会
と
目
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、

「宮
廷
」

と
議
会
の
関
係
も
ま
た
流
動
的
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。

双
方
は
、

つ
ね
に
定
着
し
た
対
抗
関
係
に
立
つ
わ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
吾

甲
０
４
〓
，３
】
Ｓ
ヽ
、■
●
ｐ
器
？
報
ド

的
∞
―卜
Ｏ
∞
・　
　
力
Ｆ
Ｅ
Ｆ　
．Ｈ
ヵｐ

慧
ｐ
Ｏ
】
】
０も
，　
ｓ草、
▼　
０
０
】
的
ω
淳１時
トト
・

（
４
）

イ
ン
グ
ラ
ム
は
、

ま
ず
ソ
ー
リ
ス
ベ
リ
ー
伯
と
の
関
係
で
官
途

に
つ
い
た
が
、

伯
の
没
後
は
ハ
ワ
ー
ド

一
族
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
、

そ
の
家
政
部
門
を
担
当
し
て

一
時
は
親
密
な
間
柄
と
な
っ
た
。
し

か
し
、　

一
族
の
中
心
サ
フ
ォ
ー
ク
伯
の
汚
職
問
題
が
表
面
化
し
、

失
脚
の
危
機
が
追
る
と
今
度
は
パ

ッ
キ
ン
ガ
ム
と
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
を
頼
り
、

立
場
の
安
泰
を
は
か
る
と
同
時
に
、　

三
ハ
一
九
！

二
四
年
に
は
、
ク
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
支
え
に
イ
ギ
リ
ス
明
磐
業

出
Ｆ
日

す
０
房
市増

の
独
占
請
負
人
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
ク
ラ
ン

- 3 0 -
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フ
ィ
ー
ル
ド
失
脚
後
な
お
バ

ッ
千
ン
ガ
ム
派
と
し
て
の
立
場
を
守

り
、

や
が
て
、

ウ
エ
ン
ト
ワ
ー
ス
派

へ
Ｌ
移
行
し

た

の
で
あ

っ

た
。
イ
ン
グ
ラ
ム
は
、

そ
の
パ
ト
ロ
ニ
デ
を
巧
み
に
転
変
さ
せ
な

が
ら
保
身
に
努
め
た
典
型
的
存
在
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の

か
れ
が

一
六
〇
九
年
よ
り
下
院
に
議
席
を
占
め
、

長
期
議
会
の
さ

い
に
は
議
員
歴
九
回
の
最
古
参
で
あ

っ
た
事
実
に
も
、

同
時
に
注

目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
５

）

ヤ
戸

Ｑ

一掛

Ｓ

ｌ

、

】
●
申

心

ふ

ｐ

溜

占

寓

Ｆ

，

Ｓ

押
　

拙

稿

「
ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
経
営
の
一
一断
面
」
Ｑ
研
究
紀
要
』
、

第
四
集
、

立
教
高
等
学
校
、　

一
九
七
三
年
）

（
６
）
　
〇
ロ
　
ト
と
ヨ
・
Ｆ
へヽ
　
ュ
■

●
や

小器
『―
い
り
，　
∞
『
ｏ
ｌ
いＯ
Ｎ

（
７
）

呂
　
『
る
４
く
一命ゴ

ミ
ド
車
■

【）や

ぷ
観
ふ
ｏ
ゃ

（
８
）

＞
，句
　
Ｃ
●
付Ｇ
コ

や
〉

ｓ
羊
）
０
や

時
卜
ｏ
ｌ
や
り
９
　
円
　
Ｎ
い
的
ｏ
■
Ｐ

ｏ
や

単

ｔ
●
も

ｏ

（
９
）
　
Ｏ
　
問
　
卜
と
Ｓ
ｏ
ｒ
　
（も
　
ュ
■
　
０
甲
　
的
∞
ｏ
‐
ゃ
∞
や
　
円
　
Ｎ
ｐ
的
ｏ
ュ
Ｐ

Ｏヽ

　
い
、卜
）
０
●
　
∞
時
―
∞
∞

結

び

以
上
、

官
職
保
有
の
問
題
を
中
心
に

一‐宮
廷
」
の
あ

り

方

を

探

り
、

そ
こ
か
ら

「
宮
延
」
対

「
地
方
」
の
問
題
に
言
及
し
た
の
で
あ

る
が
、

そ
こ
で
考
察
し
得
た
諸
点
を

一
応
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

０
、

官
職
収
入
の
実
態
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、　

同

種

の
手

い
わ
ゆ
る

「宮
廷
」
の
問
炉
ズ
若
原
）

当
、

報
酬
に
も
、

か
な
り
の
幅
と
御
人
差
が
見
う
け
ら
れ
た
。
「
溜

・

吊
房
一ｏ
Ｂ
・
”
Ｄ
ｏ
」
中付く

な
ど

正
規
の
給
与
は
概
し
て
低
く
不
安
定
で

あ

っ
た
が
、　

官
職
保
有
者
は
そ
の
他
位
の
利
用
次
第
で
は
、　

狩
①
・

的
番
言
【ギ

な
ど
を
通
じ
て
高
額
の
実
収
入
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
。

そ
の
上
、

各
種
の
独
占
、

特
許
類
か
ら
、

莫
大
な
利
権

収
得
の
機
会
に
も
与

っ
た
の
で
あ
る
。

Ｏ
、

官
職
の
取
得
は
、

主
に
パ
ト
ロ
ニ
デ
や
売
買
を
通
じ
て
実
現

さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
、

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
層
間
の
社
会
的
流
動

チ
媒
介
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

「宮
廷
」
は
、

貴
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ

ー
、　
ロ
ン
ド
ン
商
人
ら
各
階
層
の
入
交
う
場
で
あ
り
、

か
れ
ら
は
、

官
位
と
権
限
の
■
で
は
格
差
を
示
し
な
が
ら
、

そ
こ
で
は

一
つ
の
階

級
を
構
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、

官
職
売
買
と
保
有
は
同

時
）に
、

支
配
層
間
の
富
の
移
動

ル
ー
ト
を
も
形
成
し
て
い
た
査
只
族
、

ジ

ェ
ン
ト
リ
ー
層
の
総
収
入
中
、

官
職
収
入
部
分
の
占
め
る
割
合
は

さ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、

個
々
に
は
そ
れ
が
家
産
蓄
積
上
の

意
義
を
十
分
担

っ
て
い
た
場
合
が
多
く
、

他
分
野
か
ら
の
諸
収
入
と

共
に
、

多
角
的
収
入
源
の

一
環
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
点
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。

ｅ
、

「
宮
廷
」
と

「
地
方
」
の
対
立
と
は
、

宮
廷
内
の
地
位
と
利

権
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
り
、

そ
の
享
受
者
に
対
す
る
疎
外
派
の
挑
戦

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
支
配
階
級
内
部
の
対
立

で
あ
り
、

そ
こ
に
は
、

体
制
を
こ
え
る
要
素
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
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新
た
な
対
極
概
念
は
、

こ
の
次
元
の
対
立
を
把
握
す
る
上
で
は
有
効

か
つ
適
切
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
は
封
建
貴

族
に
対
す
る
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
シ抗
争
と
い
う
よ
う
な
、

二
つ
の
社
会
体

制
間
の
基
本
対
立
に
係
わ
る
概
念
と
は
、

性
格
と
次
元
を
全
く
果
に

す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
そ
れ
は
、

基
本
的

な
対
立
概
念
に
直
ち
に
と

つ
て
代
り
得
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、

新
た
な
対
極
概
念
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
十
分
評
価

し
な
が
ら
も
、
し
か
し
そ
の
適
用
範
囲
に
関
し
て
は
、

き
わ
め
て
慎

重
に
こ
れ
を
限
定
し
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
本
稿
は
、

「宮
】廷
」
の
実
態
把
握
を
め
ざ
す

一
試
論
の

域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。

右
の
諸
点
は
、

さ
さ
や
か
な
考
察
結
果

の
要
約
で
あ
る
と
は
い
い
た
が

ら
、

む
し
ろ
、

す
べ
て
今
後
の
研
究

課
題
を
提
示
し
た
に
す
ぎ
た
ふ
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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